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叙
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１
．
「
ロ
承
文
芸
」
と
し
て
の
英
雄
叙
事
詩

（
４
）

モ
ン
ゴ
ル
人
自
身
に
よ
る
口
承
文
芸
の
収
集
研
究
は
、
一
九
五
○
年
代
か
ら

始
ま
っ
た
。
口
承
文
芸
研
究
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
ロ
マ
ン
主
義
と
と
も

に
う
ま
れ
、
ロ
マ
ン
主
義
的
な
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
昂
揚
と
と
も
に
発
展
し
て

き
た
と
い
え
る
。
と
く
に
、
’
九
世
紀
初
め
の
ロ
マ
ン
主
義
の
「
民
族
）
５
ヶ
起

源
探
求
の
欲
求
は
、
英
雄
叙
事
詩
の
収
集
研
究
の
大
き
な
原
動
力
と
な
っ
た
。

モ
ン
ゴ
ル
国
に
お
い
て
も
、
た
し
か
に
英
雄
叙
事
詩
を
書
写
す
る
試
み
は
ふ
る

（
６
）

く
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
し
、
二
○
世
紀
初
め
の
ロ
シ
ア
人
学
者
た
ち
稲
晒
モ
ン

ゴ
ル
の
英
雄
叙
事
詩
の
収
集
と
研
究
に
大
き
な
成
果
を
あ
げ
て
い
た
。
し
か
し
、

ロ
シ
ア
の
ナ
ロ
ー
ド
ニ
キ
思
想
の
影
響
を
早
く
に
う
け
た
ブ
リ
ャ
ー
ト
・
モ
ン

ゴ
ル
知
識
人
で
あ
る
ジ
ャ
ム
ツ
ァ
ラ
ー
ノ
ら
の
例
を
別
に
す
る
と
（
］
目
〕
【
閏
目
。

①
〔
巳
』
＠
房
な
ど
）
、
モ
ン
ゴ
ル
人
自
身
が
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
・
モ
デ
ル
を
内
在

化
し
て
、
近
代
的
な
、
つ
ま
り
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
起
源
の
口
承
文
芸
研
究
を
始
め
た

の
は
、
や
っ
と
一
九
五
○
年
代
に
な
っ
て
か
ら
だ
っ
た
と
い
え
る
。

モ
ン
ゴ
ル
に
お
い
て
、
初
期
の
口
承
文
芸
研
究
に
お
け
る
ロ
マ
ン
主
義
的
な

「
文
芸
」
至
上
主
義
は
そ
の
ま
ま
持
ち
込
ま
れ
た
。
英
雄
叙
事
詩
は
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
に
お
い
て
、
ま
さ
に
「
ロ
マ
ン
Ⅱ
長
編
小
説
」
と
し
て
、
「
民
族
」
の

歴
史
と
重
ね
あ
わ
さ
れ
「
読
ま
れ
た
」
よ
う
に
、
モ
ン
ゴ
ル
に
お
い
て
も
「
民

は
じ
め
に

（
１
）

本
稿
は
、
英
雄
叙
事
詩
を
語
る
こ
と
が
、
モ
ン
ゴ
ル
（
人
民
共
和
）
国
に
お

い
て
、
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
ら
れ
て
来
た
か
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
。
と

く
に
、
モ
ン
ゴ
ル
西
部
の
英
雄
叙
事
詩
を
取
り
上
げ
、
モ
ン
ゴ
ル
の
代
表
的
な

（
２
）

芸
能
で
あ
る
「
フ
ー
ミ
ー
」
の
成
立
と
関
連
づ
け
な
が
ら
、
そ
の
語
り
が
文
化

・
芸
能
政
策
の
な
か
で
、
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
き
た
か
に
つ
い
て
考

察
す
る
。

こ
こ
で
は
、
口
承
文
芸
研
究
が
こ
れ
ま
で
対
象
と
し
て
き
た
英
雄
叙
事
詩
の

テ
ク
ス
ト
そ
れ
自
体
の
も
つ
意
味
や
、
コ
ン
テ
ク
ス
ト
重
視
の
研
究
の
対
象
と

な
っ
て
き
た
そ
れ
が
語
ら
れ
る
「
場
」
に
お
け
る
意
味
作
用
と
い
う
よ
り
、
モ

ン
ゴ
ル
と
い
う
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
場
で
の
英
雄
叙
事
詩
の
語
り
の
に
な
う
機
能
が

考
察
の
中
心
と
な
る
。
と
い
う
の
も
、
ま
ず
、
現
在
の
モ
ン
ゴ
ル
国
に
は
西
部

地
方
に
「
伝
統
的
」
な
英
雄
叙
事
詩
の
語
り
手
は
存
在
す
る
が
、
地
域
の
人
々

を
相
手
に
英
雄
叙
事
詩
を
語
る
こ
と
は
も
は
や
な
い
と
い
う
状
況
が
あ
る
か
ら

で
あ
る
。
語
り
手
が
英
雄
叙
事
詩
を
語
る
の
は
、
も
っ
ぱ
ら
首
都
ウ
ラ
ン
バ
ー

ト
ル
や
外
国
か
ら
や
っ
て
く
る
マ
ス
コ
ミ
や
研
究
者
が
相
手
で
、
時
に
は
外
国

本
稿
で
は
、
ま
ず
「
メ
デ
ィ
ア
」
そ
れ
ぞ
れ
の
も
つ
物
理
的
・
技
術
的
な
制

約
と
歴
史
的
構
成
物
と
し
て
の
「
文
化
的
」
な
文
脈
を
記
述
し
つ
つ
、
語
り
手

個
人
が
あ
る
役
割
や
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
選
択
し
選
択
を
強
い
ら
れ
た
過
程

に
つ
い
て
注
目
す
る
。

モ
ン
ゴ
ル
国
西
部
の
英
雄
叙
事
詩
の
語
り
と
芸
能
政
策

ｌ
語
り
の
声
と
こ
と
ば
の
な
い
歌
Ｉ

族
」
の
誇
り
と
し
て
読
ま
れ
た
。
モ
ン
ゴ
ル
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
、
今

で
も
民
衆
の
支
持
を
あ
つ
め
る
、
作
家
で
あ
り
モ
ン
ゴ
ル
学
者
で
も
あ
っ
た
Ｂ

・
リ
ン
チ
ェ
ン
（
】
ｂ
ａ
ｌ
］
し
。
）
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。

古
代
ギ
リ
シ
ャ
叙
事
詩
の
語
り
手
ホ
メ
ロ
ス
の
「
オ
デ
ュ
ッ
セ
イ
ア
」
と

「
イ
リ
ァ
ス
」
の
二
つ
が
近
代
の
教
養
人
す
べ
て
の
必
須
の
知
識
で
あ
る

よ
う
に
、
ま
た
ド
イ
ツ
人
が
叙
事
詩
「
ニ
ー
ベ
ル
ン
ゲ
ン
の
歌
」
で
世
界

を
驚
嘆
さ
せ
、
フ
ラ
ン
ス
人
が
「
ロ
ー
ラ
ン
の
歌
」
を
民
族
の
誇
り
と
し
、

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
人
が
、
エ
リ
ア
ス
Ⅱ
レ
ン
ロ
ー
ト
に
よ
っ
て
「
カ
レ
ワ

ラ
」
が
記
録
編
纂
さ
れ
た
百
周
年
を
一
九
三
七
年
に
大
々
的
に
祝
い
、

「
民
族
」
の
精
神
文
化
の
大
祭
典
と
し
た
よ
う
に
、
わ
が
モ
ン
ゴ
ル
民
衆

の
英
雄
叙
事
詩
の
精
華
が
、
モ
ン
ゴ
ル
学
と
い
う
学
問
を
最
初
に
開
拓
し

た
ロ
シ
ア
の
学
者
た
ち
の
手
に
よ
っ
て
記
録
出
版
さ
れ
、
ま
た
ソ
連
時
代

に
は
高
名
な
モ
ン
ゴ
ル
学
者
因
・
蚕
・
ウ
ラ
ジ
ー
ミ
ル
ッ
オ
フ
が
オ
イ

ラ
ド
（
西
モ
ン
ゴ
ル
：
筆
者
注
）
の
叙
事
詩
の
い
く
つ
か
を
華
麗
な
ロ
シ

ア
語
に
翻
訳
し
、
素
晴
ら
し
い
序
論
と
と
も
に
出
版
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、

モ
ン
ゴ
ル
叙
事
詩
も
世
界
の
叙
事
詩
の
宝
庫
に
入
り
、
多
く
の
民
俗
学
者

の
注
意
を
引
く
研
究
テ
ー
マ
の
ひ
と
つ
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
（
四
口
９
８

』
＠
①
①
⑪
Ｊ
）

こ
こ
で
は
、
英
雄
叙
事
詩
は
「
記
録
・
編
纂
」
さ
れ
、
「
出
版
」
さ
れ
る
べ

き
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
文
字
に
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
価
値

を
持
ち
、
ま
た
、
そ
れ
に
よ
っ
て
世
界
文
学
の
一
角
を
占
め
、
「
民
族
」
の
誇

り
と
な
り
う
る
の
で
あ
る
。

リ
ン
チ
ェ
ン
が
つ
づ
け
て
書
い
て
い
る
よ
う
に
、
一
九
一
二
年
の
人
民
革
命

に
招
か
れ
て
語
る
こ
と
も
あ
る
。
語
り
手
の
前
に
く
る
あ
た
ら
し
い
聞
き
手
た

ち
は
、
多
く
の
ぱ
あ
い
自
分
自
身
の
楽
し
み
の
た
め
で
は
な
く
、
ラ
ジ
オ
や
テ

レ
ビ
の
視
聴
者
や
学
界
と
い
っ
た
、
そ
こ
に
は
い
な
い
人
た
ち
に
語
り
を
「
伝

達
」
す
る
た
め
に
や
っ
て
く
る
。
物
語
の
テ
ク
ス
ト
自
体
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
や

「
語
り
の
場
」
の
意
味
作
用
は
、
こ
の
メ
デ
ィ
ア
の
大
き
な
意
味
作
用
の
場
に

組
み
込
ま
れ
て
、
そ
の
物
理
的
・
技
術
的
な
制
約
を
受
け
る
と
と
も
に
、
国
家

の
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
政
策
や
芸
能
政
策
、
ま
た
口
承
文
芸
研
究
や
民
俗
学
・
文

（
３
）

化
人
類
学
の
理
論
の
枠
組
み
の
中
で
理
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

｜
方
で
、
語
り
手
は
、
上
の
よ
う
な
聞
き
手
の
変
化
に
よ
っ
て
、
特
に
大
き

な
経
済
的
利
益
を
得
る
と
い
う
こ
と
も
な
く
、
ふ
だ
ん
は
「
昔
な
が
ら
の
」
遊

牧
生
活
を
送
っ
て
い
る
。
依
頼
さ
れ
て
指
定
の
場
所
に
行
き
語
る
と
い
う
ス
タ

イ
ル
も
、
あ
る
意
味
で
は
二
○
世
紀
初
め
の
英
雄
叙
事
詩
の
語
り
手
と
変
わ
ら

な
い
と
い
え
る
。
し
か
し
こ
の
よ
う
な
「
伝
統
的
」
な
語
り
手
と
い
う
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
は
、
語
り
手
自
身
が
選
択
し
た
も
の
で
あ
る
と
同
時
に
、
押
し
付

け
ら
れ
た
も
の
で
も
あ
る
。
そ
れ
は
、
語
り
手
個
人
の
、
そ
の
時
々
の
歴
史
・

社
会
的
状
況
と
の
ネ
ゴ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
結
果
と
い
え
る
の
で
あ
る
。
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２
・
モ
ン
ゴ
ル
に
お
け
る
「
芸
能
一
疎
策

２
．
１
革
命
期
に
お
け
る
芸
能
政
策

「
ラ
ジ
オ
」
の
時
代
が
始
ま
る
よ
り
も
前
か
ら
、
「
芸
能
」
は
モ
ン
ゴ
ル
の

国
家
建
設
と
深
く
結
び
つ
い
て
い
た
。
一
九
一
一
一
年
の
人
民
革
命
当
時
、
モ
ン

ゴ
ル
語
の
識
字
率
が
○
・
七
％
（
統
計
集
知
巳
だ
っ
た
モ
ン
ゴ
ル
で
は
、
文

字
媒
体
に
よ
っ
て
革
命
思
想
を
宣
伝
す
る
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
。
そ
こ
で

「
芸
能
」
は
党
の
宣
伝
活
動
の
重
要
な
手
段
に
な
っ
た
。
’
九
一
一
一
年
三
月
の

キ
ャ
フ
タ
解
放
後
に
は
、
室
胃
①
］
目
自
選
と
い
う
古
く
か
ら
の
民
謡
の
歌
詞
と

メ
ロ
デ
ィ
ー
を
も
と
に
、
革
命
歌
冨
の
丘
ぐ
の
①
辱
垣
葛
が
人
民
軍
の
中
で
作
ら
れ

歌
わ
れ
、
革
命
の
目
的
を
周
知
さ
せ
軍
の
規
律
と
意
気
を
高
め
る
た
め
に
重
要

な
役
割
を
果
た
し
た
（
恩
［
⑰
胃
①
ロ
］
ヨ
］
ｍ
Ｓ
１
］
］
）
。
ま
た
、
一
九
一
一
一
年
一
○

月
、
人
民
軍
を
指
揮
す
る
ス
フ
バ
ー
タ
ル
は
、
モ
ン
ゴ
ル
に
駐
留
し
て
い
た
ソ

連
赤
軍
で
の
演
劇
鑑
賞
に
感
銘
を
受
け
、
人
民
軍
の
内
部
に
ア
マ
チ
ュ
ア
演
劇

集
団
を
組
織
す
る
こ
と
を
命
じ
、
こ
こ
に
モ
ン
ゴ
ル
最
初
の
ア
マ
チ
ュ
ア
芸
能

新
た
に
共
和
国
と
な
っ
た
中
央
ア
ジ
ア
の
「
民
族
」
で
は
、
英
雄
叙
事
詩
の
物

語
に
「
民
族
」
の
歴
史
を
重
ね
合
わ
せ
、
国
民
統
合
を
進
め
る
必
要
が
あ
っ
た

が
、
モ
ン
ゴ
ル
で
は
歴
史
上
実
在
の
英
雄
や
事
件
に
事
欠
か
な
か
っ
た
の
で
あ

る
。
そ
し
て
、
「
文
芸
」
興
隆
の
時
代
に
「
ラ
ジ
オ
」
の
全
盛
期
が
重
な
る
よ

う
に
す
ぐ
に
や
っ
て
き
て
い
た
。
そ
れ
は
「
ロ
マ
ン
」
と
し
て
の
英
雄
叙
事
詩

よ
り
も
、
「
芸
能
」
（
己
・
弓
目
拐
：
）
と
し
て
の
英
雄
叙
事
詩
の
「
語
り
」
が

注
目
さ
れ
る
メ
デ
ィ
ア
だ
っ
た
。
そ
れ
に
、
「
芸
能
」
は
モ
ン
ゴ
ル
民
衆
に

と
っ
て
も
、
国
家
の
戦
略
の
中
で
も
、
す
で
に
重
要
な
位
置
を
獲
得
し
て
い
た
。

以
降
、
ロ
シ
ア
人
研
究
者
の
仕
事
は
新
た
に
養
成
さ
れ
た
モ
ン
ゴ
ル
人
研
究
者

に
受
け
継
が
れ
た
（
９
）
。
モ
ン
ゴ
ル
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
一
一
一
一
口
語
文
学
研
究
所
は
、

五
○
年
代
か
ら
毎
年
地
方
で
野
外
調
査
を
お
こ
な
い
、
英
雄
叙
事
詩
の
記
録
に

あ
た
っ
た
。
’
九
五
八
年
、
西
モ
ン
ゴ
ル
を
調
査
し
た
同
研
究
所
の
Ｊ
・
ツ
オ

ロ
ー
は
、
ア
ル
タ
ィ
・
オ
リ
ァ
ン
ハ
イ
の
英
雄
叙
事
詩
の
語
り
手
、
Ｊ
・
ポ
ャ

ン
の
語
る
「
ヘ
ッ
ー
・
ベ
ル
ヘ
」
を
記
録
し
て
い
る
。
彼
は
、
そ
れ
を
一
九
八

一
一
年
に
モ
ン
ゴ
ル
英
雄
叙
事
詩
の
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
「
モ
ン
ゴ
ル
英
雄
叙
事
詩
」

に
出
版
し
た
。
そ
れ
に
つ
い
て
彼
は
「
モ
ン
ゴ
ル
民
族
の
文
芸
語
に
直
し
す
こ

し
編
集
を
加
え
た
」
（
日
切
・
］
。
。
］
①
召
乙
）
と
書
い
て
い
る
。
そ
し
て
「
以
前
は

語
り
手
と
聞
き
手
の
あ
い
だ
で
し
か
機
能
し
な
か
っ
た
モ
ン
ゴ
ル
叙
事
詩
は
、

語
り
手
と
聞
き
手
、
研
究
者
、
読
者
と
い
う
、
よ
り
広
い
範
囲
に
奉
仕
す
る
よ

鮒
蓬
耽
臓
江
議
騨
唾
一
駐
購
粟
艀
畝
い
加

提
と
し
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
ア
ル
タ
イ
・
オ
リ
ア
ン
ハ
イ
方
一
一
一
一
口
（
’
’
一
一
口
語
学

上
、
モ
ン
ゴ
ル
語
西
モ
ン
ゴ
ル
諸
方
言
の
ひ
と
つ
と
し
て
分
類
さ
れ
る
）
で
語

ら
れ
た
英
雄
叙
事
詩
は
、
ま
ず
第
一
に
活
字
媒
体
と
し
て
の
技
術
的
な
制
約
に

よ
り
、
「
モ
ン
ゴ
ル
民
族
の
文
芸
語
に
直
し
す
こ
し
編
集
を
加
え
」
ら
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

モ
ン
ゴ
ル
に
お
け
る
初
期
の
口
承
文
芸
研
究
の
性
格
を
知
る
に
は
、
上
に
あ

げ
た
リ
ン
チ
ェ
ン
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
が
参
考
と
な
る
。
Ｂ
・
リ
ン
チ
エ
ン
は
、

ブ
リ
ャ
ー
ト
系
モ
ン
ゴ
ル
人
と
し
て
生
ま
れ
、
ロ
シ
ア
語
は
も
ち
ろ
ん
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
数
ヵ
国
語
に
堪
能
で
あ
り
、
ロ
シ
ア
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
思
想
の
影
響

を
早
く
か
ら
受
け
る
条
件
に
あ
っ
た
。
一
九
一
一
四
年
か
ら
一
九
一
一
七
年
ま
で
し

集
団
が
誕
生
し
た
（
○
百
口
」
①
宅
叩
巴
）
。
こ
の
よ
う
に
「
芸
能
は
モ
ン
ゴ
ル
人

民
革
命
党
の
武
器
そ
の
も
の
」
（
因
昌
⑫
日
目
］
召
］
函
留
）
だ
っ
た
。

ア
マ
チ
ュ
ア
芸
能
者
を
組
織
す
る
運
動
は
、
軍
か
ら
全
国
に
広
が
っ
た
。
一

九
一
三
年
、
モ
ン
ゴ
ル
革
命
青
年
同
盟
に
演
劇
集
団
が
組
織
さ
れ
た
の
を
は
じ

め
に
、
’
九
一
一
四
年
に
は
党
中
央
委
員
会
の
直
接
の
指
導
の
下
に
、
ウ
ラ
ン

バ
ー
ト
ル
に
民
衆
の
文
化
・
啓
蒙
活
動
の
た
め
の
「
ス
フ
バ
ー
タ
ル
中
央
ク
ラ

ブ
」
が
作
ら
れ
、
演
劇
・
舞
踊
・
ス
ポ
ー
ツ
の
グ
ル
ー
プ
が
組
織
さ
れ
た
（
文

化
史
］
受
］
皿
］
室
Ｉ
己
⑦
）
。
一
九
一
一
五
年
の
第
四
回
党
大
会
は
、
「
ク
ラ
ブ
」
を

「
公
共
の
場
で
あ
り
、
そ
の
目
的
は
党
の
指
導
の
も
と
に
活
動
し
、
大
衆
に
党

政
府
の
政
策
を
周
知
さ
せ
、
学
問
・
文
化
に
よ
っ
て
教
育
す
る
こ
と
に
あ
る
」

（
□
」
い
つ
）
と
位
置
付
け
、
一
九
一
一
五
年
に
は
五
つ
の
県
に
新
た
に
「
ク
ラ
ブ
」

が
作
ら
れ
た
。
一
九
一
一
六
年
六
月
に
は
、
党
中
央
委
員
会
、
革
命
青
年
同
盟
中

央
委
員
会
、
ス
フ
バ
ー
タ
ル
中
央
ク
ラ
ブ
、
人
民
啓
蒙
省
（
文
部
省
）
の
四
組

織
が
合
同
で
、
東
部
と
西
部
に
向
け
て
、
芸
能
者
か
ら
な
る
一
一
つ
の
情
宣
部
隊

を
そ
れ
ぞ
れ
四
ヶ
月
派
遣
し
、
地
方
行
政
の
中
心
地
や
寺
院
の
あ
る
場
所
を
巡

回
さ
せ
た
（
□
・
】
ご
届
ロ
①
亘
呂
】
＠
℃
＠
）
。
彼
ら
は
行
っ
た
先
々
で
「
演
劇
と
音
楽

の
公
演
を
行
い
、
民
衆
に
書
籍
や
新
聞
雑
誌
を
読
ん
で
聞
か
せ
解
説
し
、
人
民

革
命
の
意
義
と
党
政
府
の
方
針
や
議
定
に
つ
い
て
、
ま
た
医
学
と
獣
医
学
の
利

点
、
人
民
の
生
活
と
学
校
教
育
・
文
化
の
発
展
、
外
国
情
勢
な
ど
に
つ
い
て
講

義
し
、
地
方
の
ク
ラ
ブ
の
設
置
と
運
営
、
ア
マ
チ
ュ
ア
芸
能
者
の
活
動
に
支
援

を
行
っ
た
」
（
文
化
史
］
房
］
》
］
弓
）
。
革
命
は
ま
さ
に
「
芸
能
」
と
と
も
に

あ
っ
た
の
で
あ
る
。

’
九
三
○
年
代
に
は
い
る
と
、
日
本
の
満
洲
侵
略
と
い
っ
た
緊
迫
し
た
国
際

ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
の
東
洋
学
研
究
所
に
留
学
し
、
モ
ン
ゴ
ル
の
モ
ン
ゴ
ル
学
に
お

い
て
、
弓
画
・
ダ
ム
デ
ィ
ン
ス
レ
ン
（
】
＠
ニ
ー
］
＠
ま
）
と
と
も
に
一
一
大
巨
匠
と
評

価
さ
れ
て
い
る
。
口
承
文
芸
研
究
に
お
い
て
も
、
’
九
三
六
年
に
「
祝
詞
、
モ

ン
ゴ
ル
民
衆
の
口
承
文
芸
よ
り
」
を
「
新
し
い
鏡
」
誌
（
ウ
ラ
ン
バ
ー
ト
ル
）

に
発
表
し
た
の
を
は
じ
め
と
し
、
ド
イ
ツ
○
戸
・
四
目
幽
閉
・
三
目
社
か
ら
現
在
で

も
継
続
中
の
シ
リ
ー
ズ
胃
ミ
ニ
⑯
３
国
＆
§
困
圏
に
、
一
九
六
○
年
か
ら
一

九
七
二
年
の
間
に
量
写
三
・
局
ミ
９
ｍ
・
一
三
馬
｛
ｌ
『
葛
を
出
版
し
た
。
彼
は
作

家
と
し
て
モ
ン
ゴ
ル
近
代
に
お
け
る
「
文
芸
語
」
の
創
始
者
の
ひ
と
り
で
あ
っ

た
だ
け
で
な
く
、
言
語
学
者
と
し
て
ロ
シ
ア
文
字
の
採
用
に
反
対
し
ロ
シ
ア
語

の
流
入
に
よ
る
モ
ン
ゴ
ル
語
の
「
汚
染
」
を
食
い
止
め
た
人
物
と
し
て
知
ら
れ

て
い
る
。
ま
た
、
「
日
本
の
ス
パ
イ
」
の
疑
い
で
何
度
か
投
獄
さ
れ
て
い
る
・

第
二
次
世
界
大
戦
中
に
は
、
民
族
意
識
を
鼓
舞
す
る
目
的
で
製
作
さ
れ
た
歴
史

映
画
の
超
大
作
「
ツ
ォ
グ
ト
・
タ
イ
》
こ
（
公
開
は
一
九
四
六
年
）
の
脚
本
を
書

い
て
い
る
。
し
か
し
、
リ
ン
チ
ェ
ン
の
カ
リ
ス
マ
性
の
最
大
の
拠
り
所
は
、
一

九
五
一
’
一
九
五
五
年
の
モ
ン
ゴ
ル
近
代
文
学
史
上
最
初
の
長
編
小
説
「
曙

光
」
を
は
じ
め
と
す
る
長
編
小
説
の
巨
匠
で
あ
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。
ト
ル
ス
ト

ィ
な
ど
の
文
豪
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
リ
ン
チ
ェ
ン
は
、
モ
ン
ゴ
ル
に
お

け
る
「
文
芸
」
時
代
の
時
代
精
神
の
具
現
者
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
口
承
「
文
芸
」
と
し
て
の
英
雄
叙
事
詩
は
、
一
部
の
知
識

人
層
か
ら
広
が
り
学
校
教
育
で
も
教
え
ら
れ
た
が
、
必
ず
し
も
モ
ン
ゴ
ル
の

人
々
に
深
く
浸
透
し
た
と
は
言
え
な
い
。
リ
ン
チ
ェ
ン
が
当
時
の
西
ド
イ
ツ
で

長
大
な
英
雄
叙
事
詩
を
出
版
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
も
、
モ
ン
ゴ
ル
国

内
に
お
い
て
そ
の
必
要
が
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
た
め
だ
ろ
う
。
ソ
連
邦
の
中
で

、
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２
．
３
現
代
モ
ン
ゴ
ル
・
フ
ー
ミ
ー
の
創
出

そ
の
最
良
の
成
果
が
、
い
わ
ば
英
雄
叙
事
詩
の
語
り
か
ら
生
ま
れ
た
、
現
代

モ
ン
ゴ
ル
・
フ
ー
ミ
ー
の
創
出
だ
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
。

フ
ー
ミ
ー
は
、
ひ
と
り
の
歌
い
手
が
低
い
ド
ロ
ー
ン
と
口
笛
に
似
た
高
音
の

メ
ロ
デ
ィ
ー
を
同
時
に
出
す
歌
唱
法
で
あ
る
。
民
謡
な
ど
の
歌
詞
を
歌
わ
ず
メ

ロ
デ
ィ
ー
だ
け
を
歌
う
の
が
、
現
代
の
モ
ン
ゴ
ル
・
フ
ー
ミ
ー
の
主
と
な
る
ス

タ
イ
ル
で
あ
る
。
モ
ン
ゴ
ル
国
西
部
、
ホ
ブ
ド
県
の
チ
ャ
ン
ダ
マ
ニ
郡
で
と
く

に
さ
か
ん
で
あ
り
、
多
く
の
有
名
な
フ
ー
ミ
ー
歌
手
を
生
み
だ
し
、
現
在
は
そ

年
、
党
中
央
委
員
会
政
治
局
か
ら
出
さ
れ
た
「
全
国
規
模
の
ア
マ
チ
ュ
ア
才
能

者
コ
ン
テ
ス
ト
を
行
う
」
決
議
は
、
そ
れ
を
よ
く
現
し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ

ば
、
こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
の
目
的
は
、
才
能
あ
る
ア
マ
チ
ュ
ア
芸
能
者
た
ち
を

使
っ
て
、
「
経
済
、
文
化
、
科
学
の
発
達
と
、
発
展
し
つ
つ
あ
る
社
会
主
義
部

門
の
活
動
、
指
導
者
た
ち
の
創
造
的
業
績
、
モ
ン
ゴ
ル
Ⅱ
ソ
連
お
よ
び
民
主
化

さ
れ
た
国
々
と
の
友
好
関
係
を
描
い
た
新
し
い
作
品
を
創
造
す
る
」
こ
と
に

あ
っ
た
（
党
議
定
集
函
］
ご
）
。
四
○
年
代
に
ア
マ
チ
ュ
ア
芸
能
の
演
目
が
民
謡

を
中
心
と
し
て
い
た
の
に
対
し
、
五
○
年
代
に
は
世
界
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
が

加
わ
る
の
も
（
文
化
史
」
し
ま
凸
台
）
、
よ
り
普
遍
的
な
文
化
へ
の
志
向
が
示

さ
れ
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。
ま
た
、
ア
マ
チ
ュ
ア
芸
能
者
運
動
に
は
ソ
連
の

経
験
が
生
か
さ
れ
、
ロ
シ
ア
・
ソ
連
の
歌
や
音
楽
、
舞
踊
が
大
き
な
地
位
を
占

め
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
も
っ
と
も
重
要
視
さ
れ
た
の
は
、
「
民
族
的

形
式
」
を
も
つ
伝
統
的
な
芸
能
か
ら
「
革
命
的
（
社
会
主
義
的
・
国
際
主
義

的
）
内
容
」
を
も
つ
新
し
い
芸
能
を
「
創
造
」
す
る
こ
と
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

２
．
２
社
会
主
義
建
設
期
に
お
け
る
芸
能
政
策

旧
勢
力
が
一
掃
さ
れ
、
ま
た
一
九
三
九
年
の
ハ
ル
ハ
河
戦
争
（
ノ
モ
ン
ハ
ン

事
件
）
に
勝
利
し
て
、
党
の
体
制
が
磐
石
に
な
っ
た
一
九
四
○
年
、
第
一
○
回

情
勢
を
背
景
に
、
特
に
軍
で
の
ア
マ
チ
ュ
ア
芸
能
活
動
が
強
化
さ
れ
、
兵
士
を

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト

「
愛
国
者
」
か
つ
「
国
際
主
義
者
」
に
教
育
す
る
手
段
と
さ
れ
た
。
そ
し
て
、

軍
で
経
験
を
つ
ん
だ
人
材
は
、
退
役
し
て
か
ら
地
方
で
の
文
化
啓
蒙
活
動
の
中

心
と
な
っ
た
（
弓
」
き
－
］
凸
）
。
一
九
一
一
一
五
年
の
第
一
一
回
党
中
央
委
員
会
幹

部
会
議
は
、
「
民
族
的
形
式
を
も
ち
か
つ
革
命
的
内
容
を
も
つ
良
質
の
芸
能
運

動
を
中
央
・
地
方
に
組
織
し
、
そ
れ
に
よ
り
封
建
的
・
マ
ン
ジ
ュ
的
残
津
を
完

全
に
除
去
す
る
と
と
も
に
、
民
衆
の
革
命
的
文
化
を
急
速
に
発
展
さ
せ
る
こ
と

は
、
今
日
党
政
府
の
直
面
す
る
重
要
課
題
の
中
で
も
と
く
に
重
要
で
あ
る
」
と

決
議
す
る
（
党
議
定
集
ご
ｓ
》
巴
）
。
こ
の
よ
う
な
党
の
方
針
を
受
け
、
’
九

一
一
一
六
年
人
民
啓
蒙
省
は
、
移
動
映
画
と
啓
蒙
活
動
を
取
り
入
れ
た
情
宣
部
隊
を

組
織
し
全
国
を
六
ヶ
月
間
巡
回
さ
せ
た
。
情
宣
部
隊
は
、
一
九
一
一
六
年
の
時
と

同
様
、
「
集
会
を
開
き
、
歌
や
音
楽
を
演
奏
し
、
演
劇
を
演
じ
、
映
画
を
上
映

し
、
人
間
や
家
畜
の
治
療
活
動
を
行
い
、
モ
ン
ゴ
ル
伝
統
の
ゲ
ー
ム
大
会
を
催

す
な
ど
、
情
宣
お
よ
び
文
化
活
動
を
行
っ
た
」
（
文
化
史
］
し
函
］
皀
全
）
・

旧
封
建
領
主
な
ど
革
命
前
の
支
配
勢
力
、
と
く
に
ま
だ
無
視
で
き
な
い
存
在

だ
っ
た
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
寺
院
の
民
衆
へ
の
影
響
力
は
、
寺
院
財
産
へ
の
徴
税
の

強
化
と
そ
れ
に
対
す
る
反
乱
の
鎮
圧
、
ラ
マ
僧
の
粛
清
を
経
て
、
一
一
一
七
’
一
一
一
八

年
に
は
一
掃
さ
れ
た
（
小
貫
］
＠
田
凸
呂
－
巴
』
）
。
そ
れ
を
、
上
の
よ
う
な
芸

能
を
中
心
と
す
る
情
宣
活
動
が
助
け
た
の
は
間
違
い
な
い
。

こ
が
発
祥
地
と
い
わ
れ
て
い
る
。
モ
ン
ゴ
ル
国
の
西
北
に
位
置
す
る
ロ
シ
ア
連

邦
の
ト
ゥ
バ
共
和
国
に
も
類
似
の
歌
唱
法
が
あ
り
、
「
フ
ー
メ
イ
」
と
呼
ば
れ

て
い
る
。

モ
ン
ゴ
ル
民
俗
音
楽
の
研
究
者
Ｊ
・
バ
ド
ラ
ー
（
】
ｃ
Ｐ
ｏ
－
］
Ｃ
田
）
に
よ
れ
ば
、

（
皿
）

現
在
の
モ
ン
ゴ
ル
・
フ
ー
ミ
ー
の
ス
タ
イ
ル
は
、
五
○
年
代
初
め
ま
で
存
在
し

なかったという（因己日旦ｏｍＰｓ）。（ｕ）
そ
れ
ま
で
の
フ
ー
ミ
ー
は
、
モ
ン
ゴ
ル
口
承
文
芸
の
ジ
ャ
ン
ル
の
ひ
と
つ
で

あ
る
「
讃
詞
」
と
同
じ
く
、
山
や
川
な
ど
自
分
の
生
ま
れ
た
土
地
を
太
い
声
で

称
え
て
か
ら
、
フ
ー
ミ
ー
を
歌
う
と
い
う
ス
タ
イ
ル
で
あ
っ
た
。
例
と
し
て
バ

ド
ラ
ー
が
あ
げ
て
い
る
の
が
、
人
民
革
命
三
○
周
年
の
ア
マ
チ
ュ
ア
芸
能
老
大

（
辺
）

会
（
こ
の
］
）
の
出
場
者
、
オ
ブ
ス
県
の
ゲ
ン
デ
ン
（
バ
ャ
ド
人
）
で
あ
る
。
彼

は
、

「
ア
ル
タ
イ
・
ハ
ン
ガ
イ
の
故
郷
を
も
つ

十
バ
ャ
ド
人
の
血
筋
な
り
」

と
い
う
よ
う
な
歌
詞
の
各
行
ご
と
に
つ
づ
け
て
フ
ー
ミ
ー
を
歌
っ
て
い
た
。
歌

（
皿
）

詞
を
歌
う
部
分
は
、
西
モ
ン
ゴ
ル
の
英
雄
叙
事
詩
の
語
り
方
「
ハ
イ
ラ
ハ
」
に

類
似
し
て
い
た
が
、
そ
れ
よ
り
テ
ン
ポ
の
速
い
歌
い
方
だ
っ
た
と
い
う
。

バ
ド
ラ
ー
に
よ
れ
ば
、
そ
の
フ
ー
ミ
ー
に
革
新
が
起
き
た
の
が
、
一
九
五
○

年
代
の
は
じ
め
、
も
っ
と
正
確
に
は
一
九
五
四
年
に
ウ
ラ
ン
バ
ー
ト
ル
で
開
か

れ
た
「
ホ
ブ
ド
県
文
化
芸
能
旬
間
」
の
こ
と
だ
っ
た
。
そ
こ
で
ホ
ブ
ド
県
の

チ
ャ
ン
ダ
マ
ニ
郡
の
ツ
ェ
デ
ー
が
「
ア
ル
タ
イ
・
ハ
ン
讃
詞
」
と
い
う
合
唱
曲

の
な
か
で
フ
ー
ミ
ー
の
パ
ー
ト
を
歌
っ
た
。
こ
の
曲
は
ア
ル
タ
イ
・
オ
リ
ア
ン

『
（
必
）

ハ
ィ
の
英
雄
叙
事
詩
の
語
り
の
一
別
に
か
な
ら
ず
歌
う
と
さ
れ
「
ア
ル
タ
イ
賛

党
大
会
に
お
い
て
社
会
主
義
の
建
設
が
国
家
目
標
と
し
て
宣
言
さ
れ
た
。
そ
し

て
、
第
二
次
世
界
大
戦
が
終
結
す
る
と
、
そ
れ
ま
で
啓
蒙
活
動
の
要
素
が
大
き

か
っ
た
ア
マ
チ
ュ
ア
芸
能
運
動
は
、
新
し
い
国
家
に
見
合
う
新
し
い
民
族
（
国

民
）
文
化
を
創
造
す
る
大
衆
運
動
と
し
て
、
よ
り
強
く
位
置
付
け
ら
れ
、
運
動

の
拡
大
と
浸
透
の
手
段
と
し
て
芸
能
コ
ン
テ
ス
ト
が
盛
ん
に
行
わ
れ
る
よ
う
に

な
る
。’
九
四
五
年
五
月
、
党
中
央
委
員
会
書
記
協
議
会
に
よ
り
「
ア
マ
チ
ュ
ア
芸

能
オ
リ
ン
ピ
ァ
ー
ド
を
中
央
と
地
方
で
行
う
」
決
議
が
出
さ
れ
実
行
さ
れ
た

（
文
化
史
］
＠
ｍ
守
田
］
Ｉ
田
口
）
。
そ
れ
に
続
き
、
翌
一
九
四
六
年
開
催
の
「
革
命

一
一
五
周
年
全
国
ア
マ
チ
ュ
ア
芸
能
者
コ
ン
テ
ス
ト
」
の
た
め
の
準
備
が
始
ま
る
。

こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
の
目
標
は
、
す
で
に
組
織
さ
れ
た
芸
能
同
好
会
を
積
極
的
に

参
加
さ
せ
る
だ
け
で
な
く
、
新
た
に
同
好
会
を
組
織
さ
せ
そ
れ
を
持
続
的
に
活

動
さ
せ
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
県
や
都
市
ご
と
に
組
織
委
員
会
が
作
ら
れ
、
本
大

会
に
エ
ン
ト
リ
ー
す
る
芸
能
者
を
選
抜
し
た
。
そ
の
主
な
基
準
は
、
演
目
の
構

成
と
内
容
、
演
者
の
技
量
だ
っ
た
。
本
大
会
の
参
加
者
の
演
技
・
演
奏
は
革
命

記
念
日
（
七
月
一
一
’
一
一
一
百
）
に
一
般
に
公
開
さ
れ
た
。
こ
の
コ
ン
テ
ス
ト

で
は
「
演
劇
、
民
俗
音
楽
、
舞
踊
、
民
話
、
讃
詞
、
祝
詞
、
人
形
劇
、
サ
ー
カ

ス
（
曲
芸
）
な
ど
芸
能
の
多
く
の
ジ
ャ
ン
ル
を
取
り
入
れ
よ
う
と
」
し
、
ま
た

隠
れ
た
才
能
を
発
掘
し
よ
う
と
し
た
こ
と
が
特
徴
だ
っ
た
（
弓
・
口
邑
－
口
出
）
・

芸
能
同
好
会
が
各
行
政
単
位
と
生
産
単
位
ご
と
に
作
ら
れ
、
ア
マ
チ
ュ
ア
芸
能

活
動
は
、
下
か
ら
の
大
衆
運
動
の
性
格
を
強
め
て
い
っ
た
。

こ
の
時
期
の
芸
能
コ
ン
テ
ス
ト
の
目
的
は
、
伝
統
芸
能
の
「
保
存
」
で
は
な

く
、
社
会
主
義
文
化
と
し
て
の
新
し
い
芸
能
の
「
創
出
」
だ
っ
た
。
一
九
五
六
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チ
ュ
ァ
芸
能
者
コ
ン
テ
ス
ト
」
に
新
し
く
設
け
ら
れ
た
叙
事
詩
部
門
で
金
メ
ダ

ル
を
受
賞
し
、
一
九
八
一
年
の
革
命
六
○
周
年
記
念
の
「
全
人
民
芸
術
コ
ン
テ

ス
ト
」
で
も
金
メ
ダ
ル
を
受
賞
し
た
。
さ
ら
に
一
九
八
一
一
年
五
月
の
「
労
働
者

大
芸
術
祭
」
で
も
金
メ
ダ
ル
、
’
九
八
三
年
に
行
わ
れ
た
第
一
回
の
「
全
国
伝

（
通
）

統
芸
術
祭
」
で
金
賞
と
高
い
評
価
を
う
け
た
。

’
九
七
一
年
ま
で
、
芸
能
コ
ン
テ
ス
ト
に
叙
事
詩
部
門
が
な
か
っ
た
の
は
、

叙
事
詩
が
基
本
的
に
「
口
承
文
芸
」
の
領
分
だ
と
思
わ
れ
て
い
た
か
ら
だ
ろ
う
・

チ
ョ
ィ
ス
レ
ン
の
語
っ
た
英
雄
叙
事
詩
は
、
「
西
モ
ン
ゴ
ル
英
雄
叙
事
詩
」

（
弓
⑫
。
｝
。
。
①
〔
巳
・
己
⑦
①
）
な
ど
六
編
が
出
版
さ
れ
て
い
た
。
彼
は
党
や
政
府
、
故

郷
、
そ
れ
に
一
九
五
七
年
加
入
し
た
牧
畜
協
同
組
合
（
ソ
連
の
コ
ル
ホ
ー
ズ
に

あ
た
る
）
を
称
え
る
詩
も
創
作
し
、
そ
の
い
く
つ
か
は
新
聞
・
雑
誌
に
掲
載
さ

れ
た
（
房
：
己
巳
圓
］
し
函
守
さ
）
。
彼
は
そ
れ
を
叙
事
詩
の
語
り
と
同
じ
く
ト

ブ
シ
ョ
ー
ル
と
い
う
弦
楽
器
の
弾
き
語
り
で
歌
っ
た
り
も
し
た
。
「
過
去
を
歌

う
と
同
時
に
、
現
在
の
社
会
主
義
を
建
設
し
て
い
る
わ
が
人
民
の
発
展
す
る
偉

大
な
る
事
業
に
も
、
同
様
に
そ
の
才
能
を
そ
そ
ぎ
、
時
代
の
列
に
加
わ
っ
て
と

も
に
行
進
し
、
母
国
の
発
展
に
ト
ブ
シ
ョ
ー
ル
の
妙
な
る
音
色
を
捧
げ
て
い
」

（
国
皀
Ｃ
官
盲
目
］
曰
９
日
）
た
の
だ
。
こ
の
よ
う
に
チ
ョ
イ
ス
レ
ン
は
「
社
会

主
義
建
設
」
と
い
う
時
代
の
要
求
に
、
叙
事
詩
の
語
り
手
と
し
て
、
よ
く
応
え

た
の
で
あ
る
。

そ
れ
ま
で
、
チ
ョ
ィ
ス
レ
ン
の
陰
に
か
く
れ
て
し
ま
う
こ
と
の
多
か
っ
た
ア

ピ
ル
メ
ド
は
、
芸
能
コ
ン
テ
ス
ト
に
よ
っ
て
一
躍
有
名
に
な
る
。
彼
の
語
り
が

芸
能
コ
ン
テ
ス
ト
の
要
求
す
る
審
美
的
基
準
を
満
た
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
・

ア
ル
タ
ィ
・
オ
リ
ァ
ン
ハ
イ
の
人
々
に
も
、
英
雄
叙
事
詩
の
語
り
手
の
な
か
で

歌
」
を
編
曲
し
た
も
の
だ
っ
た
（
己
・
台
）
。

バ
ド
ラ
ー
は
触
れ
て
い
な
い
が
、
こ
の
編
曲
を
し
た
の
は
、
の
ち
に
国
民
的

な
作
曲
家
と
な
る
Ｄ
・
ロ
ブ
サ
ン
シ
ャ
ラ
プ
（
］
ｃ
ｇ
Ｉ
）
で
あ
っ
た
。
彼
は
一

九
四
五
’
四
九
年
国
立
歌
劇
場
の
劇
団
員
で
あ
っ
た
時
に
、
ソ
連
の
音
楽
家
Ｃ

再
三
の
Ｅ
天
○
の
指
導
の
も
と
に
合
唱
曲
（
和
声
）
を
学
び
、
一
九
四
九
’
五

一
一
年
に
は
み
ず
か
ら
が
教
鞭
を
取
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
そ
し
て
一
九
五
一
一

’
五
四
年
に
は
ホ
ブ
ド
歌
劇
場
で
和
声
を
教
え
て
い
る
（
］
目
冨
目
ご
Ｃ
Ｒ
Ｃ
く

］
ｂ
ｃ
９
昂
）
。
彼
の
「
ア
ル
タ
イ
・
ハ
ン
賛
歌
」
は
党
中
央
委
員
会
政
治
局
に

も
高
く
評
価
さ
れ
た
（
党
議
定
集
］
し
Ｓ
ｍ
＆
】
）
。

こ
の
「
ア
ル
タ
イ
・
ハ
ン
賛
歌
」
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ま
で
の
歌
詞
に
つ
づ
け

て
フ
ー
ミ
ー
を
歌
う
と
い
う
ス
タ
イ
ル
が
、
合
唱
曲
と
い
う
パ
ラ
デ
イ
グ
マ

テ
ィ
ッ
ク
な
和
声
の
ス
タ
イ
ル
に
変
換
さ
れ
、
フ
ー
ミ
ー
の
パ
ー
ト
は
フ
ー

ミ
ー
だ
け
を
歌
う
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
ツ
ェ
デ
ー
の
フ
ー
ミ
ー
に
注
目
し
た

の
が
、
当
時
国
立
歌
劇
場
所
属
の
Ｔ
・
チ
ミ
ド
ド
ル
ジ
で
、
彼
は
フ
ー
ミ
ー
を

苦
労
の
す
え
習
得
し
、
ポ
ギ
ノ
・
ド
ー
（
短
い
歌
）
と
呼
ば
れ
る
モ
ン
ゴ
ル
民

謡
の
歌
詞
を
歌
わ
ず
メ
ロ
デ
ィ
ー
だ
け
を
フ
ー
ミ
ー
で
独
唱
す
る
と
い
う
現
代

モ
ン
ゴ
ル
・
フ
ー
ミ
ー
の
ス
タ
イ
ル
を
作
り
出
し
た
の
で
あ
る
（
藍
ｓ
ｇ

］
＠
ｃ
ｍ
”
」
『
）
。

こ
の
時
期
、
モ
ン
ゴ
ル
の
伝
統
的
な
宴
で
歌
わ
れ
る
民
謡
の
斉
唱
形
式
を
基

礎
に
し
て
、
あ
た
ら
し
い
合
唱
文
化
を
創
造
し
よ
う
と
い
う
模
索
が
あ
っ
た

（
両
已
：
ご
】
＠
℃
］
叩
の
－
函
）
。
現
代
モ
ン
ゴ
ル
・
フ
ー
ミ
ー
の
成
立
は
、
ソ
連
か
ら

の
合
唱
形
式
の
導
入
を
機
に
生
ま
れ
た
、
ま
さ
に
新
し
い
「
民
族
文
化
」
創
造

の
好
例
と
い
え
る
。
同
時
に
、
フ
ー
ミ
ー
の
発
声
法
が
一
一
一
一
口
語
音
の
調
音
と
両
立

「
チ
ョ
ィ
ス
レ
ン
は
叙
事
詩
を
よ
く
知
り
、
ア
ピ
ル
メ
ド
は
喉
が
い
い
」
と
い

う
評
価
が
あ
っ
た
（
ｚ
日
目
白
胃
】
召
い
）
。
ま
た
、
五
○
年
代
の
後
半
、
ラ
ジ
オ

受
信
機
が
全
国
に
急
速
に
普
及
し
、
一
九
六
○
年
に
は
四
’
五
世
帯
に
一
台
に

達
し
（
文
化
史
］
＠
面
９
凹
量
）
、
六
○
年
代
に
は
大
出
力
の
中
継
局
の
建
設
に

よ
り
（
文
化
史
］
Ｃ
Ｃ
Ｐ
圏
①
）
、
放
送
能
力
が
飛
躍
的
高
ま
っ
て
い
た
こ
と
も
、

ア
ピ
ル
メ
ド
が
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
理
由
だ
ろ
う
。
ラ
ジ
オ
と
い
う

「
声
」
の
重
要
視
さ
れ
る
メ
デ
ィ
ア
に
よ
っ
て
、
ア
ビ
ル
メ
ド
の
語
り
は
、
全

国
に
流
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
そ
れ
と
同
時
に
、
コ
ン
テ
ス
ト
や
ラ
ジ
オ
と
い
う
メ
デ
ィ
ア
の
物

理
的
・
技
術
的
制
約
は
、
語
り
手
に
「
ア
ル
タ
イ
賛
歌
」
だ
け
を
語
る
こ
と
を

（
超
）

選
択
さ
せ
た
。
一
編
を
と
お
し
て
語
る
の
に
、
最
低
ま
る
一
日
は
か
か
る
英
雄

叙
事
詩
は
、
時
間
的
制
約
の
あ
る
メ
デ
ィ
ア
に
は
不
適
当
で
あ
っ
た
。
ま
た
、

ジ
ル
ヶ
ル
か
ら
伝
え
ら
れ
た
「
叙
事
詩
の
物
語
は
最
初
か
ら
最
後
ま
で
語
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
「
し
き
た
り
」
に
も
抵
触
し
た
。
そ
の
「
し
き
た

り
」
に
は
、
「
英
雄
叙
事
詩
を
語
る
前
に
は
、
か
な
ら
ず
「
ア
ル
タ
イ
賛
歌
」

を
歌
い
、
ア
ル
タ
ィ
（
の
山
の
主
）
を
称
え
る
」
こ
と
も
含
ま
れ
て
い
た
（
上

村
ロ
三
三
叩
←
－
Ｊ
）
。
「
ア
ル
タ
イ
賛
歌
」
は
、
い
わ
ば
英
雄
叙
事
詩
の
換
嶮
的

存
在
で
あ
り
、
四
’
五
分
と
い
う
「
手
ご
ろ
」
な
長
さ
で
も
あ
っ
た
か
ら
、
ラ

ジ
オ
や
コ
ン
テ
ス
ト
で
「
英
雄
叙
事
詩
の
語
り
」
と
し
て
演
じ
ら
れ
た
の
で
あ

る
。
ま
た
、
ア
ル
タ
イ
と
い
う
土
地
を
称
え
る
内
容
も
、
の
ち
に
述
べ
る
よ
う

に
ヨ
母
」
国
愛
」
を
植
え
付
け
る
と
い
う
モ
ン
ゴ
ル
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の

要
請
に
合
致
し
て
い
た
。

ア
ピ
ル
メ
ド
は
、
チ
ョ
イ
ス
レ
ン
、
ポ
ヤ
ン
と
い
っ
た
先
輩
に
あ
た
る
語
り

３
．
「
芸
能
」
と
し
て
の
英
雄
叙
事
詩

ｌ
語
り
手
Ｂ
・
ア
ビ
ル
メ
ド
（
】
田
山
‐
］
＠
し
函
）
’

一
九
七
○
年
代
か
ら
、
英
雄
叙
事
詩
の
語
り
も
、
モ
ン
ゴ
ル
の
芸
能
政
策
の

中
に
取
り
こ
ま
れ
て
い
く
よ
う
に
な
る
。
そ
の
過
程
を
語
り
手
Ｂ
・
ア
ピ
ル
メ

ド
を
中
心
に
見
て
い
こ
う
。

モ
ン
ゴ
ル
西
部
の
ア
ル
タ
イ
・
オ
リ
ア
ン
ハ
イ
で
は
、
七
○
年
当
時
ま
だ
Ｓ

・
チ
ョ
ィ
ス
レ
ン
（
］
＠
臣
－
］
ヨ
①
）
ら
英
雄
叙
事
詩
の
語
り
手
が
何
人
か
い
た

が
、
「
芸
能
」
界
に
お
い
て
も
っ
と
も
有
名
に
な
っ
た
の
は
、
Ｂ
・
ア
ピ
ル
メ

ド
で
あ
っ
た
。
彼
は
、
一
九
三
五
年
モ
ン
ゴ
ル
西
部
の
ホ
ブ
ド
県
マ
ン
ハ
ン
郡

に
生
ま
れ
た
。
母
方
の
祖
父
は
、
ウ
ラ
デ
ィ
ー
ミ
ル
ッ
オ
フ
の
「
オ
イ
ラ
ド
・

モ
ン
ゴ
ル
英
雄
叙
事
詩
」
に
も
登
場
す
る
有
名
な
英
雄
叙
事
詩
の
語
り
手
ジ
ル

ヶ
ル
で
あ
る
。
父
バ
ー
タ
ル
も
英
雄
叙
事
詩
を
語
っ
た
。
ま
た
実
兄
オ
ル
ト
ナ

サ
ン
（
ご
曰
Ｉ
）
も
お
な
じ
く
英
雄
叙
事
詩
の
語
り
手
で
あ
っ
て
、
現
在
も
ホ

ブ
ド
・
ア
イ
マ
グ
の
ド
ー
ト
・
ソ
ム
の
遊
牧
地
に
生
活
し
て
い
る
・
ア
ピ
ル
メ

ド
氏
は
四
年
間
の
初
等
教
育
を
終
え
た
あ
と
、
マ
ン
ハ
ン
・
ソ
ム
や
ム
ン
フ
ハ

ィ
ル
ハ
ン
・
ソ
ム
、
ホ
ブ
ド
市
で
ネ
グ
デ
ル
の
牧
民
や
製
材
作
業
員
、
守
衛
な

ど
の
職
に
つ
い
た
。
英
雄
叙
事
詩
の
語
り
手
と
し
て
の
修
行
を
始
め
た
の
は
、

父
方
の
伯
父
Ｇ
・
シ
レ
ン
デ
ブ
の
付
き
人
と
し
て
、
一
一
十
歳
す
ぎ
の
一
九
五
五

年
ご
ろ
か
ら
だ
っ
た
と
い
う
。
一
九
七
一
年
の
「
革
命
五
○
周
年
全
国
ア
マ

し
な
い
（
近
藤
９
ｓ
“
田
）
た
め
、
フ
ー
ミ
ー
の
歌
唱
と
は
「
こ
と
ば
の
否

定
」
（
小
長
谷
］
Ｃ
Ｃ
Ｐ
］
忠
）
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
「
文
芸
」
の
否
定
で
も

あ
っ
た
。
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’
九
五
○
年
卒
業
後
、
学
校
教
師
、
ラ
ジ
オ
国
家
委
員
会
編
集
者
、
新
聞
・
雑

誌
の
文
学
分
野
担
当
な
ど
を
経
て
、
イ
ン
ド
に
留
学
、
ヒ
ン
デ
イ
ー
文
学
を
専

攻
し
、
タ
ゴ
ー
ル
の
詩
な
ど
を
翻
訳
し
て
い
る
。
ロ
シ
ア
語
・
英
語
に
堪
能
で
、

国
際
音
楽
学
会
に
出
席
す
る
な
ど
、
国
外
の
研
究
者
と
の
交
流
も
あ
り
、

（
Ⅳ
）

フ
ォ
ー
ク
ロ
ァ
・
芸
能
研
究
の
情
報
を
い
ち
早
く
知
る
こ
と
が
で
き
た
。

何
よ
り
重
要
な
の
は
、
彼
が
六
○
年
代
か
ら
の
大
衆
歌
謡
の
作
詞
に
よ
り
近

代
モ
ン
ゴ
ル
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
概
念
装
置
を
創
出
し
た
ひ
と
り
で
あ
る
と

い
う
こ
と
だ
。
六
○
年
代
初
め
に
作
詞
さ
れ
た
「
熱
き
身
内
の
わ
が
故
郷
」
は
、

自
己
と
国
家
と
の
関
係
を
、
血
の
つ
な
が
り
に
よ
っ
て
表
象
し
た
モ
ン
ゴ
ル
最

初
の
歌
で
あ
る
。
こ
の
歌
以
降
「
母
」
に
つ
い
て
の
歌
が
続
々
と
創
作
さ
れ
、

「
母
国
」
、
「
母
な
る
モ
ン
ゴ
ル
」
の
連
想
と
む
す
び
つ
い
て
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ

パ
ト
ス

ム
の
情
念
を
大
量
に
再
生
産
し
て
き
た
（
○
ｍ
上
村
］
し
①
。
）
。
こ
の
概
念
装
置
は

も
ち
ろ
ん
「
母
な
る
ロ
シ
ア
」
の
焼
き
直
し
で
は
あ
る
が
、
歌
詞
は
す
で
に
民

謡
に
あ
っ
た
「
母
」
の
テ
ー
マ
の
修
辞
と
結
び
つ
い
て
い
た
の
で
、
そ
れ
を
感

じ
さ
せ
な
い
ほ
ど
「
自
然
化
」
さ
れ
て
い
た
。
こ
う
し
て
作
ら
れ
た
歌
謡
は
、

ラ
ジ
オ
に
よ
っ
て
全
国
に
何
度
も
放
送
さ
れ
た
。
リ
ン
チ
ェ
ン
が
「
文
芸
の
時

代
」
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
の
典
型
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、
バ
ド
ラ
ー
は
「
ラ
ジ
オ

の
時
代
」
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
の
典
型
と
い
え
る
。
バ
ド
ラ
ー
と
い
う
個
人
に

体
現
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
社
会
の
変
化
を
「
真
正
な
」
「
古
き
伝
統
」
が
消
滅

す
る
過
程
と
し
て
描
く
「
エ
ン
ト
ロ
ピ
ッ
ク
な
語
り
（
ｇ
百
・
回
○

日
③
曾
周
三
・
）
」
（
ロ
ー
己
］
三
》
。
；
太
田
］
三
函
三
）
は
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ

ズ
ム
が
資
源
と
す
る
「
母
な
る
モ
ン
ゴ
ル
」
の
概
念
装
置
と
連
動
し
て
い
る
の

で
あ
る
。

４
．
「
伝
統
」
芸
能
ｌ
言
三
三
。
ご
・
の
導
入
’

一
九
八
○
年
代
の
初
め
、
モ
ン
ゴ
ル
に
お
い
て
「
芸
能
運
動
」
の
性
格
は
大

き
く
転
換
し
た
。
「
ア
マ
チ
ュ
ア
芸
能
」
に
代
わ
っ
て
、
「
伝
統
芸
能
」
（
吾
『
二
つ

『
冨
弓
）
あ
る
い
は
「
民
間
伝
統
芸
能
」
（
、
呂
畠
園
『
二
つ
壱
冒
弓
・
）
の
語
が

使
わ
れ
だ
す
よ
う
に
な
る
。
公
式
に
こ
の
語
が
使
わ
れ
た
の
は
、
一
九
八
二
年

四
月
の
「
民
間
伝
統
芸
能
祭
を
行
う
」
党
中
央
委
員
会
書
記
協
議
会
決
議
で
あ

り
、
そ
れ
に
し
た
が
っ
て
翌
一
九
八
三
年
第
一
回
「
全
国
民
間
伝
統
芸
能
祭
」

が
、
そ
れ
ま
で
の
「
芸
能
祭
」
と
同
じ
く
、
地
方
か
ら
勝
ち
上
る
コ
ン
テ
ス
ト

形
式
で
開
催
さ
れ
た
。

こ
こ
で
「
伝
統
」
と
訳
し
た
ゴ
囚
『
二
口
と
は
、
ざ
。
（
》
、
ｄ
１
四
口
・
を
意
味
す

る
。
し
た
が
っ
て
、
吾
『
二
つ
巨
富
四
『
は
、
直
訳
す
る
な
ら
「
根
っ
こ
の
芸

術
」
と
い
う
意
味
に
な
る
。
こ
の
語
の
発
案
者
は
作
詞
家
・
民
俗
音
楽
研
究
家

と
し
て
有
名
な
前
出
の
Ｊ
・
バ
ド
ラ
ー
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
彼
は
一
九
八
二
年

の
手
稿
で
「
民
衆
の
芸
術
作
品
は
、
社
会
の
歴
史
的
な
発
展
に
し
た
が
い
変
化

し
、
必
ず
な
ん
ら
か
の
革
新
を
受
け
入
れ
て
い
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
近
代
に

な
さ
れ
た
革
新
に
く
ら
べ
よ
り
多
く
伝
統
的
で
淘
汰
さ
れ
た
要
素
が
残
さ
れ

て
い
る
も
の
を
「
民
間
伝
統
芸
能
」
と
特
に
呼
ぶ
」
と
説
明
し
、
「
英
語
で
は

震
目
ｓ
①
＆
◎
ず
房
員
．
に
あ
た
る
で
あ
ろ
う
」
と
し
て
い
る
（
因
且
§
］
ｇ
守

昌
）
。
こ
こ
で
の
「
真
正
な
」
芸
能
と
は
、
「
土
地
に
根
ざ
し
た
」
「
古
く
か
ら
伝

手
た
ち
が
、
一
九
八
○
年
を
は
さ
ん
で
亡
く
な
っ
て
か
ら
、
七
編
以
上
の
英
雄

叙
事
詩
を
語
る
こ
と
が
で
き
る
も
っ
と
も
優
れ
た
語
り
手
と
し
て
評
価
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

５
．
九
○
年
代
、
語
り
手
ア
ビ
ル
メ
ド
の
選
択

八
○
年
代
か
ら
の
「
芸
能
」
概
念
の
転
換
と
「
ア
マ
チ
ュ
ア
芸
能
運
動
」
の

性
格
の
変
化
の
な
か
で
語
り
手
ア
ピ
ル
メ
ド
は
、
自
ら
を
「
芸
能
者
」
で
あ

る
こ
と
を
否
定
す
る
語
り
を
始
め
る
。
「
自
分
は
舞
台
芸
能
者
で
は
な
い
」
、

「
外
国
人
が
う
ち
に
来
て
英
雄
叙
事
詩
を
語
ら
せ
る
が
、
五
’
六
分
録
画
す
る

と
も
う
い
い
と
い
う
。
こ
れ
は
舞
台
芸
能
者
の
や
る
こ
と
だ
」
と
一
一
一
一
口
い
、
英
雄

叙
事
詩
を
「
俗
人
の
た
め
の
仏
教
経
典
」
と
し
、
そ
の
語
り
手
で
あ
る
自
ら
を

「
仏
教
儀
礼
の
遂
行
者
」
と
位
置
づ
け
る
（
上
村
Ｐ
Ｓ
Ｃ
凹
み
）
。
と
は
一
一
一
一
口
っ
て

も
、
一
九
八
三
年
の
「
全
国
伝
統
芸
能
祭
」
で
、
彼
は
「
ア
ル
タ
イ
賛
歌
」
を
、

の
ち
に
自
分
が
「
舞
台
芸
能
」
と
し
て
批
判
す
る
こ
と
に
な
る
フ
ー
ミ
ー
歌
手

ヤ
ブ
ガ
ン
と
同
じ
よ
う
に
、
三
人
の
合
唱
形
式
の
中
の
ひ
と
り
と
し
て
演
じ
て

い
た
（
Ｏ
ｅ
ｏ
８
且
］
＠
田
）
。

実
際
に
ア
ピ
ル
メ
ド
が
「
儀
礼
の
遂
行
者
」
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
る
の
は
、

新
し
い
「
民
族
」
文
化
と
し
て
創
造
さ
れ
た
現
代
フ
ー
ミ
ー
に
も
、
「
伝
統

芸
能
」
と
し
て
の
装
い
が
ほ
ど
こ
さ
れ
た
。
バ
ド
ラ
ー
の
脚
本
で
テ
レ
ビ
・
ド

キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
『
モ
ン
ゴ
ル
・
フ
ー
メ
斗
畉
が
一
九
八
二
年
製
作
さ
れ
、
五

○
年
代
ま
で
フ
ー
ミ
ー
の
歌
わ
れ
な
か
っ
た
チ
ャ
ン
ド
マ
ニ
郡
こ
そ
「
フ
ー

ミ
ー
の
故
郷
」
で
あ
る
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
形
成
さ
れ
た
。
ま
た
バ
ド
ラ
ー
は
、

一
九
七
八
年
に
サ
マ
ル
カ
ン
ド
で
開
か
れ
た
国
際
音
楽
学
会
に
お
い
て
、

「
フ
ー
ミ
ー
」
と
「
オ
ル
テ
ィ
ン
・
ド
ー
」
（
日
本
の
追
分
に
似
た
無
拍
の
民

謡
）
を
、
モ
ン
ゴ
ル
の
「
古
典
伝
統
芸
能
」
と
し
て
紹
介
し
て
い
る
Ｓ
國
号
目

］
ｃ
し
ぬ
叩
四
ｍ
）
。

わ
る
」
芸
能
で
あ
り
、
新
し
い
「
民
族
」
文
化
の
創
造
を
め
ざ
し
た
ア
マ
チ
ュ

ア
芸
能
運
動
は
、
い
わ
ば
自
分
た
ち
の
「
ル
ー
ツ
」
を
探
求
す
る
運
動
へ
と
そ

の
性
格
が
変
化
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
芸
能
運
動
の
転
換
に
は
、
い
く
つ
か
の
背
景
が
考
え
ら
れ
る
。

ひ
と
つ
に
は
、
モ
ン
ゴ
ル
社
会
の
急
激
な
変
化
が
あ
げ
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
日
本

人
に
は
「
草
原
の
国
」
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
モ
ン
ゴ
ル
だ
が
、
社
会
主
義
時
代

に
急
速
な
近
代
化
と
都
市
化
が
行
わ
れ
、
都
市
人
口
は
一
九
七
九
年
に
全
人
口

の
一
一
分
の
一
を
上
回
っ
た
。
社
会
主
義
も
ま
た
、
未
来
へ
の
希
望
に
あ
ふ
れ
る

熱
い
建
設
期
か
ら
冷
め
た
成
熟
期
に
移
っ
て
い
た
。
モ
ン
ゴ
ル
人
に
と
っ
て
所

与
の
も
の
で
あ
っ
た
「
伝
統
文
化
」
は
、
彼
ら
自
身
に
と
っ
て
、
見
つ
め
な
お

さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
何
か
に
変
わ
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
大
衆
に
影
響
力
の

あ
る
映
画
に
お
い
て
は
、
七
○
年
代
の
半
ば
か
ら
「
地
方
と
都
市
の
対
立
」
が

テ
ー
マ
化
さ
れ
て
い
た
。
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
の
普
及
に
よ
っ
て
国
際
的
な

ニ
ュ
ー
ス
が
常
に
入
っ
て
く
る
よ
う
に
な
っ
た
の
も
、
モ
ン
ゴ
ル
人
が
自
分
自

身
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
問
う
き
っ
か
け
と
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。
一
九
八
一
一

年
当
時
党
中
央
委
員
会
職
員
で
あ
っ
た
作
曲
家
ジ
ャ
ン
ッ
ァ
ン
ノ
ロ
ブ
は
、
上

の
よ
う
な
社
会
の
変
化
に
よ
っ
て
「
伝
統
芸
能
」
が
消
滅
の
危
機
に
瀕
す
る
と

訴
え
、
党
中
央
委
員
会
の
決
議
を
出
さ
せ
た
（
］
員
の
目
二
・
８
く
】
＠
℃
９
］
山
①
）
。

ジ
ャ
ン
ッ
ァ
ン
ノ
ロ
ブ
へ
の
筆
者
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
（
Ｐ
二
三
・
］
】
）
に
よ

れ
ば
、
彼
の
言
説
の
思
想
的
な
背
景
と
な
り
、
「
伝
統
芸
能
祭
」
を
発
案
し
た

の
は
、
バ
ド
ラ
ー
で
あ
っ
た
と
い
う
。
彼
は
、
第
一
回
「
民
間
伝
統
芸
能
祭
」

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
応
募
規
定
の
作
成
作
業
で
も
中
心
と
な
っ
た
（
】
目
扇
目
二
・
ｓ
ぐ

ご
Ｃ
函
函
函
）
。
ジ
ャ
ム
ッ
ィ
ン
・
バ
ド
ラ
ー
は
、
モ
ン
ゴ
ル
国
立
大
学
文
学
部
を
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お
わ
り
に

本
稿
で
は
、
西
モ
ン
ゴ
ル
の
英
雄
叙
事
詩
が
、
「
文
芸
」
と
し
て
そ
し
て

「
芸
能
」
と
し
て
、
モ
ン
ゴ
ル
の
国
民
統
合
の
中
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
く
過

程
を
記
述
し
た
。

モ
ン
ゴ
ル
で
も
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
発
達
と
と
も
に
、
「
文
芸
」
と
し
て

英
雄
叙
事
詩
は
と
ら
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
大
衆
に
浸
透
し
た
と
は
言

こ
っ
た
。
こ
れ
は
当
然
ト
ゥ
バ
の
反
発
を
ま
ね
き
、
第
一
回
フ
ー
メ
イ
国
際
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
一
九
九
二
年
ト
ゥ
バ
共
和
国
の
首
都
ク
ィ
ズ
ィ
ル
市
で
開
催
さ

れ
た
。
そ
の
最
も
重
要
な
目
的
は
、
国
外
の
研
究
者
に
ト
ウ
バ
の
フ
ー
メ
イ
の

「
真
正
さ
」
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め
だ
っ
た
。
こ
れ
に
対
抗
し
、
モ
ン
ゴ
ル
で

も
一
九
九
七
年
ユ
ネ
ス
コ
の
資
金
援
助
に
よ
り
、
「
中
央
ア
ジ
ア
叙
事
詩
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
が
開
か
れ
た
。
そ
こ
で
は
、
ア
ピ
ル
メ
ド
が

芸
能
者
た
ち
の
中
心
に
す
わ
り
、
「
ア
ル
タ
イ
賛
歌
」
を
歌
っ
た
。

ア
ビ
ル
メ
ド
の
選
択
に
は
、
上
の
よ
う
な
時
代
の
要
請
が
背
景
の
ひ
と
つ
と

な
っ
て
い
た
。
つ
ま
り
、
「
民
族
芸
能
」
の
国
際
商
品
化
に
よ
り
、
芸
能
の
完

成
度
や
「
芸
術
性
」
の
要
求
が
高
ま
る
の
と
同
時
に
、
そ
れ
が
そ
の
「
民
族
」

の
も
の
と
し
て
「
本
物
」
で
あ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ

る
。
そ
の
結
果
、
「
真
正
さ
」
を
主
張
す
る
「
伝
統
的
」
な
叙
事
詩
の
語
り
手

と
「
芸
術
性
」
を
に
な
う
職
業
芸
能
者
と
し
て
の
フ
ー
ミ
ー
歌
手
の
役
割
分
担

が
必
要
に
な
っ
て
き
た
。
そ
れ
に
対
し
、
ア
ピ
ル
メ
ド
は
、
「
芸
能
」
と
し
て

の
モ
ン
ゴ
ル
・
フ
ー
ミ
ー
の
「
真
正
さ
」
を
主
張
す
る
た
め
に
、
「
伝
統
的
」

な
語
り
手
と
し
て
「
ア
ル
タ
イ
賛
歌
」
を
語
る
こ
と
で
こ
た
え
た
の
で
あ
る
。

詩
人
サ
ロ
ー
ル
ポ
ャ
ン
の
一
九
九
一
年
の
新
聞
記
事
（
、
四
日
二
二
目
］
＠
℃
］
）

が
最
初
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
英
雄
叙
事
詩
を
語
る
際
の
「
尊
き
慣
習
」
が
記

述
さ
れ
、
そ
れ
を
後
の
世
代
に
伝
え
よ
う
と
し
て
い
る
ア
ピ
ル
メ
ド
を
「
真
の

語
り
手
」
、
「
古
き
モ
ン
ゴ
ル
の
（
を
伝
え
る
）
有
名
な
語
り
手
」
と
し
て
称
え

て
い
る
。
ま
た
「
（
外
国
か
ら
演
奏
の
依
頼
が
何
度
も
来
た
が
）
故
郷
の
ア
ル
タ

ィ
を
は
な
れ
て
、
ど
ん
な
英
雄
叙
事
詩
が
語
れ
よ
う
か
。
ア
ル
タ
イ
の
自
然
も

不
満
に
思
う
だ
ろ
う
。
聞
こ
う
と
思
っ
た
ら
こ
こ
に
来
て
聞
け
ば
い
い
」
と
、

語
り
手
と
叙
事
詩
の
、
ア
ル
タ
イ
と
い
う
土
地
へ
の
結
び
つ
き
を
、
ま
さ
に
本

質
主
義
的
な
一
一
一
一
口
説
に
よ
っ
て
強
調
し
て
い
る
・

サ
ロ
ー
ル
ポ
ャ
ン
の
こ
の
記
事
は
、
ア
ピ
ル
メ
ド
の
国
家
賞
受
賞
を
支
持
す

る
た
め
に
書
か
れ
た
。
国
家
賞
は
、
本
来
作
家
な
ど
創
造
的
な
業
績
の
人
間
に

与
え
ら
れ
る
も
の
で
、
「
伝
統
の
伝
承
者
」
に
贈
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
・

受
賞
の
理
由
を
、
サ
ロ
ー
ル
ポ
ヤ
ン
は
別
の
論
文
で
、
ア
ピ
ル
メ
ド
が
「
ア
ル

タ
ィ
賛
歌
」
に
よ
っ
て
「
過
去
と
現
在
を
つ
な
ぎ
、
代
々
口
頭
で
受
け
継
が
れ

て
き
た
英
雄
叙
事
詩
を
、
遊
牧
民
の
テ
ン
ト
や
僻
地
の
谷
間
か
ら
解
放
し
、
モ

ン
ゴ
ル
国
民
の
み
な
ら
ず
、
世
界
の
教
養
あ
る
人
々
に
送
り
届
け
る
の
に
、

並
々
な
ら
ぬ
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
が
評
価
」
さ
れ
た
た
め
と
書
い
て
い
る

（
］
ｇ
Ｐ
い
い
）
。
新
聞
記
事
の
よ
う
に
「
伝
統
を
伝
え
た
」
た
め
だ
け
が
、
受
賞

理
由
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
分
か
る
・

サ
ロ
ー
ル
ポ
ャ
ン
は
、
筆
者
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
（
ｇ
ｓ
．
ご
）
に
対
し
て
、

こ
の
記
事
を
書
く
た
め
取
材
し
た
と
き
の
「
叙
事
詩
を
語
っ
て
も
最
近
の
若
者

は
途
中
で
聞
く
の
を
や
め
た
り
礼
儀
を
知
ら
な
い
」
と
い
う
ア
ビ
ル
メ
ド
の
話

が
き
っ
か
け
に
な
り
、
記
事
の
内
容
が
固
ま
っ
た
と
答
え
て
い
る
。
ア
ピ
ル
メ

え
な
い
。
そ
れ
に
対
し
、
「
芸
能
」
は
「
革
命
の
武
器
」
で
あ
り
、
社
会
主
義

国
家
建
設
の
手
段
で
あ
っ
た
。
五
○
年
代
、
英
雄
叙
事
詩
の
語
り
手
が
語
る

「
ア
ル
タ
ィ
讃
詞
」
か
ら
現
代
フ
ー
ミ
ー
が
創
造
さ
れ
る
の
も
、
「
芸
能
」
に
お

け
る
「
民
族
」
文
化
の
創
造
の
文
脈
に
お
い
て
で
あ
っ
た
。
七
○
年
代
、
語
り

の
「
声
」
が
評
価
さ
れ
た
ア
ピ
ル
メ
ド
に
よ
っ
て
、
英
雄
叙
事
詩
も
「
芸
能
」

と
し
て
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
し
か
し
、
時
間
的
な
制
約
の
た
め
、
「
ア

ル
タ
ィ
賛
歌
」
が
も
っ
ぱ
ら
英
雄
叙
事
詩
の
代
わ
り
に
語
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
八
○
年
代
「
真
正
さ
」
の
概
念
が
導
入
さ
れ
た
あ
と
、
一
九
九
一
年
に
国

家
賞
を
受
賞
し
て
か
ら
ア
ピ
ル
メ
ド
は
、
「
芸
能
」
を
否
定
す
る
よ
う
に
な
る
・

そ
れ
で
い
な
が
ら
、
ま
さ
に
「
芸
能
」
と
し
て
創
出
さ
れ
た
現
代
フ
ー
ミ
ー
の

「
真
正
さ
」
を
主
張
す
る
と
い
う
イ
ロ
ニ
ー
を
演
じ
て
い
た
と
い
え
る
の
で
あ

る
。そ
の
背
景
の
ひ
と
つ
に
は
、
モ
ン
ゴ
ル
と
ト
ウ
バ
の
国
家
間
の
、
フ
ー
ミ
ー

あ
る
い
は
フ
ー
メ
ィ
と
い
う
資
源
を
め
ぐ
る
争
い
が
あ
っ
た
。
こ
れ
は
九
○
年

以
降
激
し
く
な
っ
た
著
作
権
問
題
に
あ
ら
わ
れ
る
よ
う
に
、
国
際
市
場
の
争
奪

と
い
う
経
済
的
な
争
い
で
あ
り
、
同
時
に
、
一
方
の
「
真
正
さ
」
の
主
張
が
も

う
一
方
の
「
真
正
さ
」
の
主
張
の
権
利
を
脅
か
す
国
民
・
民
族
に
よ
る
自
己
表

象
の
権
利
の
争
奪
で
も
あ
っ
た
。

こ
こ
で
、
「
民
族
」
あ
る
い
は
「
国
民
」
と
い
う
主
体
の
虚
構
性
を
強
調
す

る
の
は
何
の
意
味
も
な
い
。
問
題
は
、
そ
の
主
体
が
い
か
に
形
成
さ
れ
て
き
た

か
具
体
的
に
記
述
す
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
た
め
の
方
法
論
を
磨
く
こ
と
で
あ

る
》
７
。 ド
は
も
と
も
と
若
者
の
「
礼
儀
」
に
つ
い
て
言
い
た
か
っ
た
の
だ
が
、
そ
れ
を

サ
ロ
ー
ル
ポ
ャ
ン
が
「
慣
習
」
に
読
み
か
え
た
（
モ
ン
ゴ
ル
語
で
は
両
方
と
も

・
野
》
と
表
現
で
き
る
）
と
も
解
釈
で
き
る
。
ア
ピ
ル
メ
ド
の
執
着
す
る
全
盛

期
だ
っ
た
こ
ろ
の
英
雄
叙
事
詩
の
「
あ
る
べ
き
姿
」
と
現
在
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
、

サ
ロ
ー
ル
ポ
ャ
ン
は
守
る
べ
き
「
母
な
る
故
郷
Ⅱ
母
国
」
へ
の
愛
着
と
い
う
モ

ン
ゴ
ル
近
代
詩
の
テ
ー
マ
で
語
り
な
お
し
た
と
い
え
る
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
こ
れ
以
降
に
出
さ
れ
た
（
つ
ま
り
ア
ピ
ル
メ
ド
の
国
家
賞
受
賞
以

後
の
）
ア
ル
タ
ィ
・
オ
リ
ァ
ン
ハ
イ
の
英
雄
叙
事
詩
に
つ
い
て
の
論
文
や
記
事

に
は
、
英
雄
叙
事
詩
と
と
も
に
伝
わ
る
「
慣
習
」
（
⑦
目
す
。
］
三
℃
＠
也
込
）
、
「
し
き

た
り
」
（
。
］
呂
目
目
］
＠
し
吻
叩
会
）
、
あ
る
い
は
「
儀
礼
」
（
Ｃ
巳
自
］
＠
召
）
と
、
そ

れ
を
伝
え
守
る
語
り
手
ア
ピ
ル
メ
ド
の
イ
メ
ー
ジ
が
き
ま
っ
て
語
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
そ
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
ア
ピ
ル
メ
ド
自
身
を
拘
束
し
、
彼
に
「
芸
能

者
」
で
は
な
く
「
儀
礼
の
遂
行
者
」
と
し
て
の
言
説
を
語
る
こ
と
を
選
択
さ
せ

た
と
一
一
一
一
口
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

八
○
年
代
以
降
、
芸
能
コ
ン
テ
ス
ト
の
要
求
す
る
「
芸
術
性
」
と
、
土
地
と

結
び
つ
い
た
「
伝
統
芸
能
」
と
し
て
の
「
真
正
さ
」
の
両
方
が
、
芸
能
者
に
要

求
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
九
○
年
以
降
の
「
民
族
芸
能
」
の

Ｃ
Ｄ
・
ビ
デ
オ
化
と
国
際
市
場
へ
の
進
出
に
よ
っ
て
、
芸
能
と
し
て
の
「
芸
術

性
」
の
要
求
は
さ
ら
に
強
ま
っ
た
。
そ
れ
と
同
時
に
、
芸
能
と
く
に
「
オ
ル

テ
ィ
ン
・
ド
ー
」
と
「
フ
ー
ミ
ー
」
は
、
国
民
統
合
の
手
段
で
あ
る
だ
け
で
な

く
、
国
家
の
管
理
す
べ
き
文
化
的
資
本
と
み
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
（
上
村

口
○
○
三
国
．
］
①
－
］
『
）
。
そ
ん
な
中
、
モ
ン
ゴ
ル
が
ユ
ネ
ス
コ
に
対
し
フ
ー
ミ
ー

の
著
作
権
を
モ
ン
ゴ
ル
と
い
う
国
家
に
認
め
る
よ
う
要
求
す
る
「
事
件
」
が
お
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タ
ビ
ュ
ー
（
】
＠
コ
・
Ｅ
Ｃ
Ｃ
函
・
『
）
に
よ
る
。

映
像
資
料

因
＆
国
四
》
］
。
（
団
自
己
目
』
【
．
Ｊ
・
バ
ド
ラ
ー
）

］
し
Ｂ
量
冨
、
自
民
①
①
量
菖
・
弓
目
の
臼
田
○
百
頁
目
①
己
（
『
モ
ン
ゴ
ル
・
フ
ー
メ

イ
』
テ
レ
キ
ノ
）
。

Ｃ
巳
。
。
□
・
ロ
臼
・
爵
ｓ
ｏ
目
已
（
）

』
し
田
』
＆
ゲ
ミ
箇
如
更
二
宮
ロ
句
・
目
目
⑦
臼
田
・
宙
白
目
①
己
（
『
民
間
伝
統
芸
能
』

テ
レ
キ
ノ
）
。

引
用
文
献

因
己
Ｂ
四
）
】
．
（
団
自
己
目
』
【
．
Ｊ
・
バ
ド
ラ
ー
）

］
し
＠
ｍ
筐
冨
ｍ
ｇ
ｐ
ｇ
ゲ
ミ
〆
①
§
員
量
・
】
田
。
（
『
モ
ン
ゴ
ル
民
俗
音
楽
』
）

因
自
の
胃
①
Ｐ
Ｃ
．
①
（
四
］
．
（
田
昌
ｏ
【
□
①
】
由
》
■
．
．
①
出
①
①
百
Ｆ
】
翼
・
）

］
召
』
旧
【
ご
舌
ｐ
ｐ
ｑ
受
、
二
言
８
記
②
ロ
ミ
・
】
田
．
（
「
歌
謡
か
ら
オ
ペ
ラ
へ
の
道
』
）

因
皀
Ｃ
一
己
百
口
Ｐ
、
丘
。
（
＠
口
・
）
（
団
昌
皀
己
旨
閂
〉
四
・
（
己
目
・
）
）

』
召
⑦
旧
ぎ
き
ミ
署
・
×
・
目
〆
○
日
．
（
『
ド
ー
ト
湖
』
）

因
①
ロ
ロ
員
。
【
・

］
し
召
』
討
涛
Ｓ
ｇ
ｐ
『
）
合
言
ミ
ミ
曾
導
⑯
写
ミ
ミ
ミ
ミ
写
弄
冒
応
』
言
詩
国
・

三
国
＆
、
○
貝
ご
曰
く
・
○
コ
至
冨
８
口
、
冒
卑
①
閉
・

文
化
史

ご
函
】
国
軍
ｓ
ご
ｎ
ｃ
ミ
Ｓ
ｍ
ミ
ミ
ミ
冒
百
已
目
‐
ご
〈
ｅ
、
曰
ご
昌
冨
。
○
ミ
守
・
】
田
・

（
『
モ
ン
ゴ
ル
人
民
共
和
国
文
化
史
』
（
］
石
］
‐
］
五
つ
）
第
１
巻
）

］し函⑦」田帛【二国』］【，。（誼、○ｍ『ずミヨ百三三〆ヘ』ｂへ目Ｉ『ｂｑ（》』』『Ｕ９ｑｏミケ・】「団・

（
『
モ
ン
ゴ
ル
人
民
共
和
国
文
化
史
』
（
己
全
‐
］
＠
ｓ
）
第
２
巻
）

注（
１
）
こ
れ
以
降
、
本
稿
で
「
モ
ン
ゴ
ル
」
と
は
、
特
に
指
摘
の
な
い
か
ぎ
り
、

’
九
一
一
一
年
の
人
民
革
命
以
後
の
モ
ン
ゴ
ル
人
民
共
和
国
（
人
民
共
和
国
と

な
っ
た
の
は
一
九
一
一
四
年
）
と
現
在
の
モ
ン
ゴ
ル
国
を
指
す
こ
と
と
す
る
。

（
２
）
民
謡
な
ど
の
歌
詞
を
歌
わ
ず
メ
ロ
デ
ィ
ー
だ
け
を
演
唱
す
る
歌
唱
法
・

西
モ
ン
ゴ
ル
の
英
雄
叙
事
詩
の
語
り
方
「
ハ
イ
ラ
ハ
」
を
そ
の
一
種
と
し
て

含
め
る
こ
と
も
あ
る
（
・
【
近
藤
口
Ｃ
Ｃ
Ｃ
凸
）
。
注
咀
も
参
照
。

（
３
）
本
誌
前
（
一
一
一
一
一
）
号
（
一
一
○
○
○
）
で
も
、
「
メ
デ
ィ
ア
の
結
節
点
と

し
て
の
〈
口
承
〉
」
と
い
う
特
集
が
組
ま
れ
、
高
木
史
人
「
研
究
者
と
い
う

メ
デ
ィ
ア
」
な
ど
、
日
本
に
お
け
る
問
題
が
論
じ
ら
れ
た
。

（
４
）
「
口
承
文
芸
」
（
・
邑
］
】
〔
§
目
⑦
）
は
、
モ
ン
ゴ
ル
語
で
「
冒
昌
（
口

の
）
四
○
當
自
（
著
作
）
」
と
翻
訳
さ
れ
て
い
る
。

（
５
）
本
稿
の
カ
ッ
コ
つ
き
の
「
民
族
」
は
、
英
語
の
《
ロ
昌
自
》
、
ロ
シ
ア
語

の
《
亜
目
園
．
、
ま
た
そ
の
翻
訳
と
し
て
の
現
代
モ
ン
ゴ
ル
語
の
．
曽
白
Ｕ
ｑ
①
四
・

に
あ
て
る
。
日
本
語
の
「
民
族
」
は
元
来
ご
昌
目
》
の
訳
語
と
し
て
作
ら

れ
た
語
だ
が
、
現
在
で
は
「
国
民
」
と
「
民
族
」
の
混
同
と
も
い
え

る
ご
呂
目
》
（
Ｃ
【
内
堀
］
＠
℃
『
）
や
《
冒
車
白
④
ｑ
畠
・
の
意
味
を
十
分
に
表
す

こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
い
る
。
（
具
上
村
Ｐ
三
三
）

（
６
）
一
八
世
紀
後
半
の
学
僧
ス
ン
パ
Ⅱ
ケ
ン
ポ
・
イ
シ
バ
ル
ジ
ル
に
よ
る

「
ゲ
セ
ル
物
語
」
研
究
の
例
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。

（
７
）
以
下
の
引
用
に
も
あ
げ
ら
れ
て
い
る
ウ
ラ
ジ
ー
ミ
ル
ッ
オ
フ
の
「
モ
ン

ゴ
ル
・
オ
イ
ラ
ド
英
雄
叙
事
詩
」
（
乞
呂
）
な
ど
。

（
８
）
一
九
四
○
年
代
に
モ
ン
ゴ
ル
語
表
記
の
ロ
シ
ア
文
字
化
が
行
わ
れ
、
そ

の
結
果
識
字
率
は
飛
躍
的
に
上
が
っ
た
と
さ
れ
る
。

］
＠
℃
＠
』
（
・
証
印
ｐ
『
Ｃ
ミ
ロ
○
囚
国
ワ
量
ミ
ご
宝
塚
自
国
・
二
目
○
因
円
。
■
田
【
因
○
○
①
■
『
ロ
■
Ｐ
局
国
園
禺

：
に

国
〆
ｏ
ご
己
昌
望
閂
扉
》
ｎ
ｏ
の
冒
皀
已
菖
閂
○
豈
固
筥
四
営
団
田
×
巨
己
①
①
■
①
因
）
く
団
．
（
『
モ

ン
ゴ
ル
文
化
史
』
第
３
巻
）

、
唇
国
。
ａ
・
］
・

已
冨
ヨ
ニ
さ
ｓ
ｇ
言
⑯
ミ
ミ
〔
ミ
ミ
ｑ
『
言
三
三
‐
〔
行
ミ
ミ
〕
団
二
三
四
『
昌
冒
》

口
門
『
ミ
ミ
頭
目
Ｑ
ご
算
ｎ
回
目
］
ワ
ュ
ロ
、
Ｑ
出
四
コ
ロ
ａ
ご
巳
ご
・
勺
Ｈ
＠
圏
・

己
三
四
日
。
、
．
（
■
］
目
豊
【
〕
、
．
）

』
＠
℃
ヨ
シ
自
○
因
円
。
■
曰
皀
］
目
伊
ｏ
厩
【
函
②
四
国
屋
鉢
国
忌
已
円
西
目
ロ
阜
巳
【
〕
日
尽
巨
閂
園
辱
ｏ
閨
国
①
日
ロ
①
■
・

量
〕
冒
昌
。
ｇ
ミ
呂
昌
８
畳
工
》
Ｚ
。
．
］
全
・
乞
召
・
函
・
『
。
（
「
モ
ン
ゴ
ル
叙
事

詩
の
儀
礼
と
そ
の
象
徴
」
『
ウ
ラ
ン
バ
ー
ト
ル
』
紙
）

田
口
①
回
の
戸
］
．
（
＠
国
Ｕ
ｇ
目
．
】
【
．
Ｊ
・
エ
ネ
ピ
シ
）

ご
＠
］
寄
圏
、
喜
量
）
ミ
Ｐ
５
§
§
Ｅ
量
①
§
⑨
冨
量
量
ご
旨
＆
．
】
「
団
．
（
『
音
楽

の
伝
統
と
革
新
の
諸
問
題
』

］
し
＠
℃
出
■
忌
日
口
息
］
四
×
①
園
Ｑ
国
民
・
自
国
己
】
ロ
ロ
閂
国
蝕
国
亘
冨
耳
Ｃ
黒
目
ｇ
四
国
評
四

目凹罫閂⑦四℃．」＆◎宝印。苞ひ（エ・ロ。⑩国）豈口、ロ、、】９百Ｒ芭閂１円目。ご己・山西Ｊ１四℃○・

二
曰
。
国
司
。
■
ロ
国
。
。
⑩
目
】
ご
■
、
同
寓
目
四
国
×
ｏ
已
己
月
冒
胃
閂
ｙ
Ｏ
ｏ
か
国
］
己
■
四
円

◎
芦
呂
自
白
ミ
ロ
①
自
閏
〕
〕
田
。
（
「
音
楽
演
劇
巡
回
公
演
に
つ
い
て
研

究
者
に
よ
る
解
説
」
『
モ
ン
ゴ
ル
芸
術
研
究
Ｉ
‐
Ⅱ
』
モ
ン
ゴ
ル
芸
術

大
学
芸
術
研
究
所
）

○
四
口
ご
○
区
〕
二
・
（
『
四
国
⑦
。
■
円
）
二
・
）

］
迫
田
】
岑
口
冒
門
ｅ
皇
．
】
【
呂
国
息
困
目
×
○
日
。
（
『
ウ
レ
ム
ジ
・
ポ
ヤ
ン
』
）

】
四
目
冒
胃
ｍ
ｐ
Ｐ
目
⑫
．
①
（
四
］
．
（
＆
の
．
）
（
】
【
豊
日
ｇ
四
国
。
■
・
】
【
Ｊ
勺
百
国
①
Ｐ
シ
・
円
・

（ロ①頂・）） （
９
）
「
芸
能
」
に
あ
た
る
モ
ン
ゴ
ル
語
は
言
）
呂
日
冒
畠
・
で
あ
る
。
こ
れ

は
ロ
シ
ア
語
の
．
※
看
亘
命
３
国
○
・
の
訳
語
と
し
て
つ
く
ら
れ
た
。

（
Ⅲ
）
バ
ド
ラ
ー
は
、
現
在
モ
ン
ゴ
ル
で
一
般
的
な
ぎ
の
昌
毫
で
は
な
く
、

ト
ゥ
バ
の
《
〆
の
①
二
＆
》
と
の
共
通
性
を
意
識
し
て
か
、
《
〆
①
①
三
塁
》
と
綴
っ

て
い
る
。

（
、
）
歌
詞
に
つ
づ
け
て
フ
ー
ミ
ー
を
歌
う
の
は
、
現
在
で
も
よ
く
ト
ウ
バ
で

行
わ
れ
て
い
る
フ
ー
メ
イ
の
歌
い
方
で
あ
る
。
ト
ウ
バ
の
フ
ー
メ
イ
・
コ
ン

テ
ス
ト
に
参
加
し
た
直
川
に
よ
れ
ば
、
む
し
ろ
即
興
の
歌
詞
に
お
お
き
な
評

価
の
基
準
が
置
か
れ
て
い
る
と
い
う
。

（
Ⅲ
）
オ
ィ
ラ
ド
（
西
モ
ン
ゴ
ル
）
の
エ
ス
ニ
ッ
ク
集
団
・

（
旧
）
低
い
太
い
声
で
語
る
英
雄
叙
事
詩
の
語
り
方
で
フ
ー
ミ
ー
を
含
む

「
喉
歌
」
（
弓
冑
・
自
切
旨
、
旨
、
）
の
一
種
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
・
フ
ー
ミ
ー
、

フ
ー
メ
ィ
の
原
型
と
も
考
え
ら
れ
て
い
る
。

、
）
同
じ
く
西
モ
ン
ゴ
ル
の
エ
ス
ニ
ッ
ク
集
団
。
ト
ウ
バ
人
と
関
係
が
深
い
。

（
。
【
上
村
い
き
○
す
）

（
巧
）
ア
ビ
ル
メ
ド
氏
の
経
歴
は
、
モ
ン
ゴ
ル
国
立
大
学
ホ
ブ
ド
分
校
口
承
文

芸
研
究
室
所
蔵
の
資
料
に
よ
る
。

（
肥
）
藤
井
麻
湖
氏
の
指
摘
に
よ
る
。

（
Ⅳ
）
ご
ｓ
①
三
Ｃ
ご
》
の
反
対
概
念
で
あ
る
寄
岸
の
］
○
局
・
は
、
大
衆
化
と
コ

マ
ー
シ
ャ
リ
ズ
ム
に
よ
る
ざ
岸
曰
昌
①
回
昌
の
歪
曲
に
対
し
て
、
囚
＆
閏
□

三
・
Ｄ
Ｃ
易
目
が
、
論
文
・
少
曰
ｎ
１
ｏ
目
言
①
Ｒ
Ｅ
］
》
］
Ｃ
Ｊ
Ｃ
で
使
い
は
じ
め
た

（
国
ｏ
且
】
×
］
①
召
函
］
＠
．
）
。
そ
し
て
、
冷
戦
時
代
に
は
、
共
産
主
義
国
の

フ
ォ
ー
ク
ロ
ァ
操
作
に
も
適
用
さ
れ
た
（
己
・
］
田
）
。

（
旧
）
音
楽
研
究
者
エ
ネ
ピ
シ
、
フ
ー
ミ
ー
の
歌
手
ダ
ワ
ー
ジ
ャ
ブ
ヘ
の
イ
ン
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］
①
つ
函
〔
壽
骨
）
□
ぬ
星
ず
（
言
○
記
、
。
、
。
、
丙
○
国
記
兵
、
○
９
重
○
国
苗
昼
。
『
へ
、
ロ
コ
ニ
さ
。
（
・
国
夙
［
百
・
］
・

×
四
自
首
○
尻
○
の
因
９
２
国
の
．
Ｃ
ｐ
ｄ
・

］
目
房
目
ご
ｏ
８
ご
）
Ｚ
．
（
】
静
電
白
呂
国
○
℃
○
国
》
国
・
Ｎ
ｏ
ジ
ャ
ン
ッ
ァ
ン
ノ
ロ
ブ
）

】
＠
℃
⑦
豈
冨
８
§
ミ
呂
①
§
戸
冒
冒
口
冒
§
’
〆
・
舎
邑
冨
句
谷
・
エ
ミ
冨
三
ロ
冒
円
、
ｅ
・

】
田
．
（
『
モ
ン
ゴ
ル
音
楽
の
ｎ
人
の
肖
像
（
ソ
ナ
タ
・
ア
レ
グ
ロ
）
』
）

］
し
し
函
①
壼
貝
雨
・
自
国
已
国
四
］
＠
葛
．
（
「
前
一
一
一
一
口
」
）

上
村
明

］
ｇ
の
「
ア
ル
タ
イ
・
オ
リ
ア
ン
ハ
イ
の
宴
の
歌
」
「
日
本
モ
ン
ゴ
ル
学
会
紀

要
』
Ｚ
ｐ
ロ
ロ
（
】
ｇ
い
）
）
弓
」
‐
］
ｍ
・

巴
９
国
「
国
民
芸
能
と
し
て
の
英
雄
叙
事
詩
」
『
日
本
モ
ン
ゴ
ル
学
会
紀
要
』

ｚ
○
・
岩
（
呂
三
）
》
弓
」
‐
屋
・

凹
二
＆
「
オ
イ
ラ
ド
」
「
オ
リ
ア
ン
ハ
イ
」
の
項
目
。
綾
部
恒
雄
編
『
世
界
民

族
事
典
』
弘
文
堂
。

小
長
谷
有
紀

」
＄
し
「
Ｑ
：
モ
ン
ゴ
ル
の
ホ
ー
ミ
１
は
ど
ん
な
歌
唱
か
」
「
月
刊
み
ん
ば
く
」

編
集
部
編
三
○
○
問
一
○
○
答
世
界
の
民
族
生
活
百
科
』
河
出

書
房
新
社
。
弓
』
五
‐
］
承
・

近
藤
和
正

ｇ
Ｃ
Ｃ
『
喉
歌
の
生
理
的
発
音
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
検
証
』
東
京
外
国
語
大
学
提

出
修
士
論
文
。

Ｚ
四
国
目
白
蚕
）
宛
．
（
四
９
口
］
胃
冨
四
）
石
・
）

］
し
『
凹
浅
Ｃ
の
。
〕
団
員
題
起
Ｉ
①
百
句
種
ヨ
ロ
骨
董
ロ
⑩
ミ
鼬
兵
）
写
ミ
ロ
ロ
記
〆
“
ぬ
、
置
罹
宝
Ｅ
臣
宝
亀
同
氏
、
、
四
の
記
忌
忌

ミ
ロ
冒
口
記
・
】
】
■
＆
シ
ー
因
］
弓
国
×
①
筥
囚
。
※
国
○
国
湿
田
湊
巨
ご
Ｕ
①
閨
＠
国
》
笘
寓
凹
居

Ｈ
ｇ
］
。
Ｐ
］
・
の
（
＆
。
（
■
。
■
。
Ｐ
】
【
・
〕
く
．
四
四
日
◎
巨
已
①
因
（
×
の
国
冒
①
再
円
①
①
筥
弓
①
８
因
）
）

Ｓ
ｍ
⑦
］
９
冨
守
ミ
曇
］
ミ
目
忌
弐
浅
口
誼
・
×
○
口
ロ
〆
○
目
・

目
８
］
。
Ｐ
］
．
（
ロ
。
■
。
Ｐ
出
【
。
Ｊ
・
ツ
オ
ロ
ー
）

統
計
集

］
＠
コ
⑦
回
冨
胃
》
《
』
〕
〔
ｃ
ミ
ロ
、
９
屋
迂
ロ
ロ
百
句
の
己
。
包

凹
】
貝
①
ミ
卯
凹
《
）
・
】
「
ワ
（
『
モ
ン
ゴ
ル

化
・
芸
術
（
統
計
集
）
』

目
の
臼
①
ご
□
昌
自
Ｐ
Ｃ
．
（
■
①
ご
＠
嵐
昌
呂
ご
【
）
白
・
）

党
議
定
集

］
し
⑦
『
｝
（
匹
淫
尉
閂
Ⅲ
ロ
ロ
。
）
官
、
口
印
孔
豈
ミ
句
・
②
ｏ
Ｈ
昼
Ｃ
再
匡
迂
）
ヨ
ロ
為
ロ
ロ
、
、
い
、
ｍ
ｐ
ｎ
Ｑ
垂

ミ
・
印
ミ
。
。
冒
自
己
団
二
己
へ
這
圏
‐
宅
＆
）
・
》
田
。
（
『
モ
ン
ゴ
ル
人
民
革

命
党
芸
術
文
学
関
連
議
定
集
（
］
＠
］
‐
］
し
急
）
』
）

］
し
己
豈
９
ｍ
目
ロ
巳
守
ミ
ロ
目
ミ
畳
ミ
ニ
邑
壹
・
》
田
．
（
ツ
オ
ロ
ー
（
編
）
『
モ

己
召
】
へ
目
己
目
目
・
管
ｑ
§
へ
二
言
目
〆
冒
自
冒
昌
冒
へ
○
号
①
ロ
ミ
目

的
Ｃ
冒
自
ひ
ミ
置
き
宮
・
巴
・
〕
田
．
（
「
序
論
」
「
田
頭
の
駿
馬
の
歌
オ
イ

」
＠
⑦
『
Ｌ
門
。
②
９
〕
」
田
口
詞
記
Ｉ
①
百
句
起
忌
員
戸
云
白
巾
冒
鞄
貝
黒
豈
百
ロ
ロ
エ
〆
Ｕ
④
、
忌
種
エ
ミ
昼
誼
已
門
罠
苗
、
四
①
垂
忌
量

ヨ
ロ
旨
苞
口
誼
・
皀
閂
】
房
‐
巨
富
×
①
凶
②
。
※
国
。
■
田
日
×
Ｅ
ご
Ｑ
Ｑ
肖
①
国
）
し
臣
民
ロ
因

四
○
×
胃
目
白
〆
①
冨
口
①
目
園
田
冨
昌
の
己
国
目
い
‐
］
四
‐
『
。
（
『
ホ
ブ
ド
、
バ
ヤ

ン
Ⅱ
ウ
ル
ギ
ー
県
フ
ィ
ー
ル
ド
調
査
報
告
』
モ
ン
ゴ
ル
科
学
ア
カ
デ

ラ
ド
ロ
承
文
芸
集
』

ン
ゴ
ル
英
雄
叙
事
詩
』

ミ
ー
言
語
文
学
研
究
所
）

、
聖
啓
二
（
』
〕
【
ｃ
ミ
ロ
、
９
屋
迂
ロ
ロ
百
句
の
己
。
夢
、
○
ｍ
百
』
豈
回
芭
口
、
ヘ
〔
》
ヨ
ロ
ミ
種
、
ミ
忌
丙
種
忌
記

凹
冒
①
ミ
田
己
・
】
田
。
（
『
モ
ン
ゴ
ル
人
民
共
和
国
に
お
け
る
教
育
・
文

画
に
描
か
れ
た
語
り
手
た
ち
」
『
フ
オ
ー
ク
ロ
ア
研
究
』

（
『
山
地
の
人
々
』

囚
。
※
園
。
国
富
〆
①
二
ｓ
①
冒
民
四
三
国
目
①
己
国
目
い
‐
全
。
（
『
ホ
ブ
ド
、
バ
ヤ
ン

Ⅱ
ウ
ル
ギ
ー
県
フ
ィ
ー
ル
ド
調
査
報
告
』
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
言
語
文

学
研
究
所
）

太
田
好
信

］
＠
房
『
ト
ラ
ン
ス
ポ
ジ
シ
ョ
ン
の
思
想
ｌ
文
化
人
類
学
の
再
想
像
ｌ
』
世

界
思
想
社
。

小
貫
雅
男

已
田
『
世
界
現
代
史
４
モ
ン
ゴ
ル
現
代
史
」
山
川
出
版
社
。

◎
皀
巨
Ｐ
田
．
（
○
ｓ
ご
国
）
①
．
）

］
罠
①
言
９
８
§
ミ
ミ
目
ミ
厚
ミ
『
二
貢
呈
②
Ｐ
冨
目
・
》
田
．
（
『
モ
ン
ゴ
ル
演
劇

通
史
』

田
〈
旨
Ｓ
ｏ
Ｐ
因
。
（
勺
園
出
国
①
因
》
団
．
Ｂ
・
リ
ン
チ
エ
ン
）

』
＠
⑦
⑦
二
国
四
国
国
辱
四
つ
ロ
駅
国
閂
曰
巨
巨
冒
ワ
ｏ
・
』
＆
ご
誼
、
。
■
負
、
９
①
（
宝
ロ
ロ
ロ
ミ
ロ
ロ
、
ロ
、

ご
言
守
８
ミ
］
鬘
、
‐
頂
・
》
田
．
（
「
わ
が
民
衆
の
叙
事
詩
」
『
モ
ン
ゴ
ル
民

衆
の
英
雄
叙
事
詩
提
要
』

蟹
已
巨
寄
二
目
》
］
。
（
６
ｇ
ご
弓
］
国
［
）
】
【
・
Ｊ
ｏ
サ
ロ
ー
ル
ボ
ヤ
ン
）

」
＠
℃
』
少
閂
円
四
鉢
頂
①
閂
丙
国
罫
国
①
い
①
国
目
皀
］
冒
け
四
ｍ
・
尹
団
園
ご
旨
９
円
円
＠
国
円
①
国
①
．

〈
（
四
頁
胃
ミ
目
局
冒
ご
８
冒
漂
』
＠
℃
］
・
】
・
］
‐
い
］
）
Ｚ
○
・
コ
（
］
口
）
・
》
「
団
・

（
「
ア
ル
タ
イ
の
主
、
叙
事
詩
の
語
り
手
Ｂ
・
ア
ピ
ル
メ
ド
と
言
い
し
」

『
ゾ
ヒ
ス
ト
・
ア
ヤ
ル
ゴ
ー
』
紙
）

］
し
＠
℃
目
ご
望
ロ
伊
×
四
鉢
冒
四
×
⑩
○
○
因
ｏ
四
○
℃
四
国
国
匡
の
国
罠
酉
閂
■
尽
己
ｏ
■
①
※
巨
己
■
四
目
円

目
ご
］
旨
ひ
円
円
団
【
円
周
尽
已
○
①
■
Ｃ
の
閨
］
田
ダ
匂
冒
忌
口
田
ご
庁
ご
『
奇
ロ
ロ
］
（
胃
つ
）
）

》
〔
目
目
ｓ
胃
呂
）
弓
・
笛
‐
い
い
。
（
「
叙
事
詩
を
語
る
し
き
た
り
と
近
代
絵

］
＠
３
国
呂
逗
四
二
［
○
困
円
。
■
尿
田
＆
胃
９
国
閂
昌
冒
け
○
・
口
ご
＆
ロ
専
行
ご
劃
目
←

（
Ｕ
》
》
田
．
（
西
モ
ン
ゴ
ル
英
雄
叙
事
詩
『
フ
オ
ー
ク
ロ
ア
研
究
』
）

目
巨
『
四
ヶ
四
四
（
■
Ｒ
》
閂
旨
Ｐ
（
弓
室
函
四
⑦
四
四
円
四
つ
）
．
■
〆
回
・
）

〕
し
＠
Ｊ
』
急
。
『
ロ
ョ
エ
皇
這
這
ロ
壷
×
□
＆
誼
ロ
ロ
ロ
｝
ヨ
ロ
ロ
西
口
句
踵
種
エ
コ
ご
□
冨
守
⑨
。
『
ご
『
エ
罠
置
口
×

呈
冒
目
罵
①
ｑ
Ｑ
や
量
①
兵
Ｅ
富
９
門
．
①
曰
閂
罫
．
（
『
ア
ル
タ
イ
・
オ
リ
ア
ン

ハ
イ
の
英
雄
叙
事
詩
そ
の
原
典
と
特
徴
』

内
堀
基
光

ご
召
「
序
民
族
の
意
味
論
」
『
岩
波
講
座
文
化
人
類
学
第
５
巻
民
族
の

生
成
と
論
理
』
岩
波
書
店
。
弓
・
］
‐
湯
。

（
か
み
む
ら
．
あ
き
ら
／
東
京
外
国
語
大
学
非
常
勤
講
師
）
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